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六　

形
式
的
法
律
性
を
め
ぐ
る
諸
問
題

一　

は
じ
め
に

（
1
）

　

わ
が
国
で
は
、
こ
こ
数
年
、
法
の
支
配
の
理
念
に
対
す
る
学
問
的
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
行
政
改
革
会
議
最
終

報
告
（
一
九
九
七
年
）
や
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
（
二
〇
〇
一
年
）
の
な
か
で
、
法
の
支
配
が
改
革
の
基
本
理
念
と
し
て
強
調
さ
れ

た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る（

2
）。

ま
た
欧
米
諸
国
で
も
、
法
の
支
配
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
開
発

支
援
・
法
整
備
支
援
、
冷
戦
終
了
後
の
旧
社
会
主
義
国
の
制
度
改
革
、
諸
外
国
に
お
け
る
人
権
侵
害
と
そ
の
救
済
、
国
際
社
会
に
お
け
る
平

和
構
築
な
ど
と
の
関
連
で
、
法
の
支
配
が
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
近
年
、
学
問
的
関
心
を
集
め
て
い
る
法
の
支
配
に
照
準
を
合
わ
せ
て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
し
て
法
の
支
配
を
め

ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
法
哲
学
の
視
角
か
ら
検
討
す
る
な
か
で
、
そ
の
意
義
や
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
ず
「
法
の
支
配
（rule of law

）」
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
け
ば
、
そ
れ
は
、
一
般
に
「
人
の
支
配
」「
力
の
支
配
」
に
対
立
す
る
も
の

と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
言
説
空
間
で
多
様
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
法
の
支
配
」
は
「
立
憲
主
義
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
使
用
さ
れ
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た
り
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
基
本
的
に
は
憲
法
上
の
理
念
の
一
つ
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
わ
が
国
の
司
法
制
度
改
革
の
基

本
理
念
と
し
て
語
ら
れ
た
法
の
支
配
も
、
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
欧
米
諸
国
で
形
成
さ
れ
発
展
し
て
き
た
近
代
憲

法
上
の
法
の
支
配
の
影
響
に
よ
っ
て
で
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
州
国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
近
代
憲
法
上
の
法
の
支
配
（
あ
る
い

は
大
陸
法
的
な
法
治
国
家
（R

echtsstaat

））
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
発
展
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
簡
単
に
概
観
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
後
で
、
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
議
論
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
次
に
、
政
治
理
念
（
な
い
し
法

理
念
）
と
し
て
の
法
の
支
配
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
善
き
統
治
・
政
府
の
在
り
方
、
善
き
法
（
シ
ス
テ
ム
）
の
在
り
方
に

関
連
し
て
古
く
か
ら
説
か
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
、
憲
法
上
の
法
の
支
配
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ

の
政
治
理
念
と
し
て
の
法
の
支
配
と
し
て
、
比
較
的
近
年
に
説
か
れ
て
き
て
い
る
も
の
に
限
定
し
て
検
討
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
政
治

理
念
と
し
て
の
法
の
支
配
に
は
形
式
的
考
え
方
と
実
質
的
考
え
方
が
あ
る
が（

3
）、

と
く
に
前
者
に
照
準
を
合
わ
せ
て
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
法
の
支
配
を
め
ぐ
る
現
代
的
諸
問
題
や
、
法
の
支
配
に
お
け
る
「
正
し
さ
」（
な
い
し
「
善
さ
」）
志
向
な
ど
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

付
記　
「
法
の
支
配
」
の
多
義
性
な
ど
に
つ
い
て

　

本
稿
で
は
、
法
の
支
配
に
は
、
欧
米
諸
国
の
近
代
憲
法
上
の
法
の
支
配
、
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
、
政
治
理
念
（
な
い
し
法
理
念
）

と
し
て
の
法
の
支
配
が
あ
る
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
「
法
の
支
配
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
い
ろ
い
ろ
な

コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
法
の
支
配
」
は
「
無
政
府
状
態
」
と
対
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
場
合
の
「
法
の
支
配
」
は
、
法
が
一
般
に
遵
守
さ
れ
、
社
会
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
田
中
耕
太
郎

　
（
二
三
七
一
）
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の
論
文
「『
法
の
支
配
』
と
自
然
法
」（
一
九
六
〇
年
）
で
は
、「『
法
の
支
配
』
は
無
政
府
主
義
に
対
す
る
と
同
時
に
独
裁
主
義
に
対
す
る
二

つ
の
意
味
を
も
つ
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

4
）。

そ
し
て
法
の
支
配
に
は
、
人
の
支
配
（
国
王
の
専
制
政
治
な
ど
）
に
対
す
る
法
の
支
配
、
す
な
わ

ち
近
代
憲
法
上
の
法
の
支
配
が
あ
る
他
に
、
無
政
府
状
態
（
力
の
支
配
）
に
対
す
る
法
の
支
配
が
あ
る
。「『
法
の
支
配
』
と
い
う
こ
と
は
、

…
『
名
宛
人
』
た
る
個
人
、
団
体
、
国
家
自
体
等
が
法
に
服
従
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
遵
法
の
問
題
で
あ
る（

5
）」。「

そ
れ
は
社
会
を

各
人
の
恣
意
や
実
力
の
支
配
か
ら
防
禦
す
る
こ
と（

6
）」

で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
法
の
支
配
」
に
は
法
の
一
般
的
遵
守
の
意

味
も
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
と
の
関
係
で
、
国
際
社
会
に
お
け
る
法
の
支
配
（
と
く
に
自
然
法
の
支
配
、
世
界
法
の
支
配
）
の
重
要
性
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。

　
「
法
の
支
配
」
を
こ
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
る
し
か
た
は
、
今
日
で
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
四
年
九
月
二
一
日
に
当

時
の
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
が
第
五
九
回
国
連
総
会
で
行
っ
た
一
般
演
説
で
は
、
イ
ラ
ク
で
の
民
間
人
の
殺
害
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、

弱
者
を
守
る
た
め
の
法
の
支
配
が
無
視
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
法
の
支
配
は
世
界
中
で
危
機
に
直
面
し
て
い
る
」
と

し
て
、「
法
の
支
配
に
よ
る
秩
序
の
回
復
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る（

7
）。

　

わ
が
国
で
も
、「
法
の
支
配
」
は
、時
折
、こ
の
よ
う
な
法
の
一
般
的
遵
守
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
法
が
一
般
に
遵
守
さ
れ
、

適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
法
的
権
利
・
自
由
な
ど
が
い
ろ
い
ろ
な
理
由
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
な
い
場
合
、

そ
れ
は
法
の
支
配
が
十
分
に
実
現
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

な
お
「
法
の
支
配
」
は
英
米
法
的
な
こ
と
ば
で
あ
り
、「
法
治
国
家
」
は
大
陸
法
的
な
こ
と
ば
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
「
法
の
支
配
」
に

劣
ら
ず
、「
法
治
国
家
」「
法
治
主
義
」
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
法
治
国
家
（R

echtsstaat

）」
は
ド
イ
ツ
語
の
訳
語
で
あ
る
が
、「
法

治
主
義
」
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ド
イ
ツ
は
、
第
二
次
大
戦
前
の
「
形
式
的
法
治
国
家
」
な
い
し
「
形
式
的

法
治
主
義
」
か
ら
戦
後
の
「
実
質
的
法
治
国
家
」
な
い
し
「
実
質
的
法
治
主
義
」
に
移
行
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
今
日
、
英
米
法

　
（
二
三
七
二
）
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的
な
「
法
の
支
配
」
と
大
陸
法
的
な
「
実
質
的
法
治
国
家
」
と
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
さ
え
も
あ
る（

8
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
本
稿

で
は
、「
法
の
支
配
」
と
い
う
こ
と
ば
を
統
一
的
に
用
い
て
い
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
法
の
支
配
」
と
「
法
治
国
家
」
を
区
別
し
て
用

い
る
こ
と
も
あ
る
。

（
1
）　

本
稿
は
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
に
南
山
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
法
哲
学
会
主
催
の
学
術
大
会
（
統
一
テ
ー
マ
「
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
法
の
支
配―

理
念
・

現
実
・
展
望
」）
に
お
い
て
行
な
っ
た
報
告
に
関
連
し
て
、
そ
こ
で
十
分
に
説
明
し
た
り
考
察
で
き
な
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
後
か
ら
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
筆
者
が
大
会
の
企
画
委
員
長
と
し
て
行
っ
た
「
発
題
」
と
報
告
「
法
の
支
配
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
整
理
と
検
討
」
は
、
法
哲
学
年
報
二
〇
〇
五
『
現
代
日
本
社

会
に
お
け
る
法
の
支
配―
理
念
・
現
実
・
展
望
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
は
、
年
報
の
論
文
と
若
干
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

（
2
）　
「
行
政
改
革
会
議
最
終
報
告
」（
一
九
九
七
年
）
や
「
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
」（
二
〇
〇
一
年
）
に
つ
い
て
触
れ
て
お
け
ば
、
わ
が
国
で
は
、
一
九
九
〇
年
代

に
入
っ
て
か
ら
バ
ブ
ル
の
崩
壊
が
い
わ
れ
、
ま
ず
政
治
改
革
の
必
要
性
が
い
わ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
は
、
行
政
改
革
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
法
の
支
配
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
規
制
緩
和
、
民
営
化
、
地
方
分
権
、
情
報
公
開
、
省
庁
再
編
、
内
閣
機
能
の
強
化
な
ど
が
い
わ
れ
た
。
次
に
、

一
九
九
九
年
に
司
法
制
度
改
革
審
議
会
が
発
足
し
、
二
〇
〇
一
年
六
月
に
そ
の
意
見
書
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
意
見
書
の
提
言
を
実
現
す
る
た
め
に
準
備
さ
れ
た
多
く

の
法
案
は
、
す
で
に
国
会
で
成
立
し
て
い
る
。
司
法
改
革
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
八
一
号
、
八
七
頁
以
下
、
法
律
時
報
九
五
九
号
（
二
〇
〇
五

年
七
月
）
な
ど
参
照
。

（
3
）　

政
治
理
念
（
な
い
し
法
理
念
）
と
し
て
の
法
の
支
配
に
つ
い
て
形
式
的
考
え
方
と
実
質
的
考
え
方
が
あ
る
こ
と
や
、
前
者
の
形
式
的
法
律
性
（form

al legality

）

に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
四
章
以
下
参
照
。
な
お
「
法
の
支
配
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
「
論
争
的
概
念
（contested 

concept

）」
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。M

.J.R
adin, R

econsidering the R
ule of L

aw
, B

oston U
niversity L

aw
 R

eview
, vol.69

（1989

）, p.791.

（
4
）　

田
中
耕
太
郎
「『
法
の
支
配
』
と
自
然
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
三
号
、
一
九
六
〇
年
所
収
、
一
七
頁
。
な
お
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
論
考
と
し
て
、
横
田
喜
三
郎
「
法
の

支
配
と
裁
判
」
法
曹
時
報
一
四
巻
一
号
（
一
九
六
二
年
）
も
あ
る
。

（
5
）　

田
中
耕
太
郎
、
前
掲
論
文
、
一
二
頁
。

（
6
）　

田
中
耕
太
郎
、
前
掲
論
文
、
一
三
頁
。

　
（
二
三
七
三
）
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（
7
）　

朝
日
新
聞
二
〇
〇
四
年
五
月
二
二
日
朝
刊
の
記
事
参
照
。

（
8
）　

高
田
敏
「『
形
式
的
法
治
国
・
実
質
的
法
治
国
』
概
念
の
系
譜
と
現
状―

そ
の
検
討
と
『
普
遍
化
的
法
治
主
義
』
の
提
唱
」
近
畿
大
学
法
科
大
学
院
論
集
二
〇
〇
六

年
三
月
第
二
号
所
収
に
よ
れ
ば
、
大
陸
法
的
な
「
実
質
的
法
治
国
家
」
と
英
米
法
的
な
「
法
の
支
配
」
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
五
五
頁
以
下
参
照
。

二　

欧
米
諸
国
に
お
け
る
近
代
憲
法
上
の
法
の
支
配

　

欧
米
諸
国
に
お
け
る
近
代
憲
法
上
の
法
の
支
配
は
、
各
国
の
憲
法
の
歴
史
と
と
も
に
次
第
に
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

法
の
支
配
に
は
、
近
代
的
な
も
の
の
他
に
、
中
世
的
な
も
の
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
近
代
の
個
人
主
義
の
考
え
方
が
ま
だ

で
き
て
い
な
い
中
世
の
封
建
的
体
制
下
の
も
の
で
あ
る
。し
か
し
そ
こ
に
は
法
の
支
配
の
理
念
の
中
核
に
あ
る
「
法
の
優
位
」
と
、そ
の
「
法
」

に
よ
っ
て
政
治
権
力
な
ど
が
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
但
し
、「
法
の
優
位
」
に
お
け
る
「
法
」
と
し
て
は
、
古
き
善
き
法
（
慣

習
法
）、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
、
神
の
法
、
自
然
法
、
契
約
な
ど
が
観
念
さ
れ
て
い
た（

1
）。

　

中
世
的
な
法
の
支
配
の
観
念
は
大
陸
諸
国
に
も
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
絶
対
主
義
体
制
の
下
で
活
性
化
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）
で
は
、
そ
れ
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
の
下
で
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー

の
支
配
」
と
し
て
生
き
残
り
、
や
が
て
近
代
的
な
も
の
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
七
世
紀
の
市
民
革
命
期
に
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
近
代
憲
法
上
の
法
の
支
配
が
、
一
八
世
紀
後
半
の
独
立
戦
争
時
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
受
け
継
が
れ
、
建
国
後
の

一
九
世
紀
に
は
、「
司
法
部
の
優
位
」
を
含
意
す
る
法
の
支
配
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
大
陸
の
ド
イ
ツ
で
は
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世

紀
に
法
治
国
家
（R

echtsstaat

）
の
考
え
方
が
展
開
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
英
米
諸
国
の
法
の
支
配
と
は
や
や
違
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
近
代
憲
法
上
の
法
の
支
配
は
、
英
米
諸
国
を
中
心
に
し
て
、
一
七
、
一
八
世
紀
の
市
民
革
命
期
に
発
展
す
る
が
、
そ
の
プ
ロ

　
（
二
三
七
四
）
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セ
ス
や
そ
れ
以
後
の
展
開
の
し
か
た
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
で
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
大
陸
の
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
法
治
国
家
の
考
え

方
が
展
開
さ
れ
た
。
次
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
州
国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
近
代
憲
法
上
の
法
の
支
配
（
な
い
し
法
治
国

家
）
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
発
展
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
現
状
が
ど
う
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
簡
単
に
概
観
し
て
お
こ
う
。

イ　

イ
ギ
リ
ス（

2
）

　

イ
ギ
リ
ス
（
一
八
世
紀
以
前
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）
に
お
け
る
法
の
支
配
の
考
え
方
は
、
一
二
一
五
年
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ

に
ま
で
遡
る
。
そ
れ
は
、
国
王
（
ジ
ョ
ン
王
）
が
、
特
権
身
分
の
代
表
か
ら
な
る
議
会
の
要
求
に
対
し
て
譲
歩
し
、
課
税
同
意
権
や
国
法
に

よ
る
裁
判
な
ど
を
約
束
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
種
の
契
約
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
後
、
繰
り
返
し
発
布
さ
れ
た
り
、
再
確
認
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
一
三
世
紀
の
法
律
家
Ｈ
・
ブ
ラ
ク
ト
ン
の
「
国
王
は
何
人
の
下
に
も
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
神
と
法
の
下
に
あ
る

べ
き
で
あ
る
」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
国
王
も
法
の
下
に
あ
る
と
い
う
法
の
支
配
の
思
想
が
そ
の
後
、継
承
さ
れ
た
背
景
に
は
、コ
モ
ン
・

ロ
ー
裁
判
所
や
法
曹
ギ
ル
ド
な
ど
の
存
在
が
あ
る
。
そ
の
後
、
絶
対
主
義
体
制
と
と
も
に
、
市
民
社
会
も
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
一
七

世
紀
の
市
民
革
命
期
に
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
は
議
会
側
に
立
ち
、
国
王
側
や
星
室
裁
判
所
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
七
世
紀
の
市
民
革
命
期
に
は
、
国
家
に
お
け
る
主
権
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
な
さ
れ
た
。
Ｅ
・
ク
ッ
ク
の
起
草
し
た
権

利
請
願
（
一
六
二
八
年
）
で
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
優
位
や
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
の
優
位
の
思
想
が
説
か
れ
た
。
ま
た
裁
判
官
ク
ッ
ク
に

よ
る
ボ
ナ
ム
事
件
判
決
の
意
見
は
、
一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
る
違
憲
立
法
審
査
制
の
起
源
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
名
誉

革
命
を
正
当
化
し
た
と
い
わ
れ
る
Ｊ
・
ロ
ッ
ク
の
『
政
府
二
論
』（
一
六
八
九
年
）
で
は
、
自
然
法
論
的
な
法
の
支
配
の
考
え
方
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
一
七
世
紀
末
の
名
誉
革
命
（
一
六
八
八―

九
年
）
に
よ
っ
て
、
議
会
側
の
提
示
し
た
権
利
章
典
（
一
六
八
九
年
）
が
新
し

　
（
二
三
七
五
）
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い
国
王
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
議
会
主
権
と
法
の
支
配
が
憲
法
上
の
二
原
則
と
し
て
確
立
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
法
の
支
配
の
「
法
」
は

コ
モ
ン
・
ロ
ー
だ
け
で
な
く
、
議
会
制
定
法
も
含
む
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

一
八
世
紀
半
ば
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
議
院
内
閣
制
が
成
立
す
る
。
そ
し
て
産
業
革
命
を
経
た
後
の
一
九
世
紀
後
半
に
は
、
法
の
近
代
化
・

合
理
化
に
向
け
て
整
備
が
な
さ
れ
、
大
学
法
学
教
育
も
、（
ロ
ー
マ
法
か
ら
）
イ
ギ
リ
ス
法
中
心
へ
と
改
革
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー
は
、「
法
の
至
高
性
な
い
し
支
配
が
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
特
徴
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
は

三
つ
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。つ
ま
り
⑴
政
府
の
専
断
的
権
力
に
対
す
る
正
規
の
法
の
絶
対
的
優
位
、⑵
す
べ
て
の
人
（
公

務
員
を
含
む
）
が
、
通
常
裁
判
所
の
運
用
す
る
通
常
の
法
に
服
す
る
こ
と
（
行
政
法
お
よ
び
行
政
裁
判
所
の
否
定
）、
⑶
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

憲
法
は
、
通
常
裁
判
所
が
明
確
に
し
、
執
行
す
る
諸
個
人
の
諸
権
利
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る（

3
）。

こ
れ
は
、
一
九
世
紀
の
自
由
放

任
主
義
的
体
制
下
で
の
法
の
支
配
の
考
え
方
で
あ
り
、
行
政
法
や
公
務
員
の
特
権
な
ど
を
認
め
な
い
意
味
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
〇

世
紀
に
入
る
と
、
行
政
法
が
発
展
し
、
行
政
介
入
が
増
え
る
な
か
で
、
ダ
イ
シ
ー
の
法
の
支
配
論
へ
の
批
判
も
展
開
さ
れ
て
い
く
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
よ
う
な
憲
法
典
も
違
憲
立
法
審
査
制
も
な
い
。
そ
し
て
議
会
主
権
の
原
則
が
あ
る
関
係
で
、
裁
判

所
は
、
議
会
制
定
法
を
無
効
に
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

4
）。

し
か
し
イ
ギ
リ
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
加
盟
し
た
こ
と
に
よ
り
、

イ
ギ
リ
ス
市
民
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
に
提
訴
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
提
訴
件
数
と
と
も
に
、
政
府
側
が
敗
訴
す
る
ケ
ー
ス

も
増
え
た
。
そ
の
な
か
で
権
利
章
典
制
定
の
議
論
が
起
こ
っ
た
り
し
た
が
、
反
対
の
意
見
も
強
く
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
結
局
、
労
働
党
政

権
の
下
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
を
国
内
法
化
す
る
一
九
九
八
年
人
権
法
が
成
立
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
が
、
議
会

制
定
法
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
の
適
合
・
不
適
合
に
つ
い
て
審
査
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
但
し
、
裁
判
所
は
議
会
制
定
法
の
不

適
合
を
宣
言
で
き
て
も
、
そ
れ
を
無
効
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
議
会
制
定
法
の
改
廃
は
、
議
会
主
権
と
の
関
係
で
、
議
会
に
委
ね
ら
れ

て
い
る（

5
）。

　
（
二
三
七
六
）
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現
在
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
憲
法
上
の
原
則
で
あ
る
法
の
支
配
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
法
の
支
配
の
原
則
の
下
で
、
司
法
部
の
至
高
性
を
強
調
す
る
立
場
と
、
議
会
の
至
高
性
を
主
張
す
る
立
場
と
が
対
立
し
て
い
る
。

前
者
に
は
、
Ｒ
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
理
論
の
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る（

6
）。

ロ　

ア
メ
リ
カ
合
州
国

　

ア
メ
リ
カ
合
州
国
は
、
植
民
地
時
代
か
ら
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
法
の
支
配
の
原
則
を
継
承
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
展
開
の
し
か
た
は
イ
ギ

リ
ス
と
は
や
や
異
な
る
。

　

一
八
世
紀
半
ば
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地
で
は
、
北
米
に
お
け
る
領
土
獲
得
を
め
ぐ
る
英
仏
戦
争
（
七
年
戦
争
）
の
後
、
本
国
政
府
に
対
す
る

不
満
が
次
第
に
高
ま
る
。
本
国
政
府
の
圧
政
に
対
す
る
批
判
、
抗
議
の
な
か
で
、
議
会
主
権
の
原
則
と
法
の
支
配
の
原
則
の
い
ず
れ
が
優
位

す
る
か
、
つ
ま
り
議
会
制
定
法
と
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
い
ず
れ
が
優
位
す
る
か
が
問
題
に
な
る
。
そ
の
な
か
で
コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
自
然
法
で
あ

り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
権
利
が
自
然
法
上
の
権
利
（
自
然
権
）
で
あ
る
と
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
優
位
の
思
想
が
説
か
れ
て
い
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
（
一
七
七
六
年
）
で
は
、
生
命
・
自
由
・
幸
福
追
求
の
権
利
な
ど
が
謳
わ
れ
、
各
植
民
地
な
い
し
（
独
立
後
の
）
各

国
（states

）
の
憲
法
で
も
、
権
利
章
典
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
一
七
八
七
年
に
は
合
州
国
憲
法
が
、
一
七
九
一
年
に
は
権
利
章
典
（
修

正
条
項
）
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
世
紀
初
頭
に
は
、
裁
判
所
が
個
々
の
事
件
・
紛
争
を
解
決
す
る
な
か
で
、
連
邦
法
・
州
法
な
ど
の

合
憲
・
違
憲
に
つ
い
て
判
断
で
き
る
違
憲
審
査
制
（
付
随
的
違
憲
審
査
制
）
が
判
例
と
し
て
確
立
し
た
。
こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
合
州
国
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
と
は
違
っ
て
、
最
高
法
規
と
し
て
の
憲
法
典
と
違
憲
審
査
制
が
で
き
、
司
法
部
の
優
位
が
確
立
し
た
。
そ
し
て
議
会
の
立
法
権
に

対
し
て
も
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
法
の
支
配
の
制
度
が
発
展
し
た（

7
）。

　

二
〇
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
合
州
国
で
は
、
最
高
法
規
で
あ
る
憲
法
の
内
容
が
何
か
、
そ
の
憲
法
は
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
議
論

　
（
二
三
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さ
れ
る
一
方
で
、
新
し
い
憲
法
判
例
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
。
他
方
で
は
、
法
の
不
確
定
性
を
強
調
す
る
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
、
批
判
法
学
に

よ
っ
て
、
法
の
支
配
に
対
す
る
懐
疑
主
義
な
い
し
批
判
的
見
解
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
法
の
支
配
の
実
際
は
、
個
々
の
紛
争
解
決
に
お

い
て
法
を
解
釈
し
適
用
す
る
「
法
律
家
た
ち
の
支
配
」
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
は
反
論
も
あ
り
、
そ

の
見
解
は
、
現
在
で
は
も
は
や
主
流
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
法
の
支
配
を
め
ぐ
る
中
心
的
問
題
と
し
て
、
憲
法
を
ど
う
解
釈
す
べ

き
か
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る（

8
）。

つ
ま
り
違
憲
審
査
制
度
の
下
で
、
最
高
法
規
で
あ
る
憲
法
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ

き
か
が
、
法
の
支
配
を
め
ぐ
る
重
要
な
論
点
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
合
州
国
憲
法
に
は
「
法
の
支
配
」
と
い
う
文
言
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
「
法
の
支
配
」
は
法
律
家
た
ち
の
間
で
は
知
ら
れ
て

い
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
ま
り
使
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
法
の
支
配
」
で
な
く
、「
法
の
下
の
統
治
（governm

ent 

under law

）」「
人
で
は
な
く
法
の
統
治
（governm

ent of law
s and not m

en

）」
が
使
用
さ
れ
た
り
、
広
い
意
味
で
は
「
法
の
適
正
手

続
（due process of law

）」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る（

9
）。

し
か
し
ア
メ
リ
カ
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
法
の
支
配

の
理
念
は
深
く
浸
透
し
て
い
る
。
伊
藤
正
己
の
『
法
の
支
配
』（
一
九
五
四
年
）
に
よ
れ
ば
、「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
法
の
支
配
』
は
、
ま

さ
に
制
度
的
な
『
司
法
権
の
優
越
』
と
い
う
形
式
を
も
っ
て
発
展
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
発
展
の
う
ち
に
、
ア
メ
リ
カ
的
な
法
優
位
を
実
現

し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る（

10
）」。

松
井
茂
記
の
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
入
門
』（
一
九
八
九
年
）
で
は
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
基
本
原
則
と
し
て
、
民
主

主
義
、
権
力
分
立
、
連
邦
制
、
基
本
的
人
権
保
障
、
司
法
審
査
制
度
が
あ
げ
ら
れ
、
最
後
の
も
の
が
「
法
の
支
配
の
司
法
的
制
度
」
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る（

11
）。

つ
ま
り
「
司
法
審
査
制
度
は
、
裁
判
所
が
議
会
に
よ
る
憲
法
違
反
の
行
為
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
の
支
配
を
貫
徹

す
る
も
の
」
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る（

12
）。

　
（
二
三
七
八
）
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一

同
志
社
法
学　

五
八
巻
七
号

ハ　

ド
イ
ツ

　

一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
絶
対
君
主
制
時
代
の
警
察
国
家
に
対
し
て
、
法
律
に
よ
る
行
政
・
司
法
を
強

調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
の
権
利
・
自
由
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
生
ま
れ
た
。
例
え
ば
、
カ
ン
ト
は
、
自
由
・
平
等
・
所
有
へ

の
権
利
を
強
調
し
、
自
由
主
義
的
な
法
治
国
家
の
考
え
方
を
説
い
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
シ
ュ
タ
ー

ル
に
よ
っ
て
形
式
的
な
も
の
に
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
世
紀
後
半
の
ビ
ス
マ
ル
ク
体
制
下
で
は
、
議
会
の
制
定
す
る
法
律

を
国
政
の
中
心
に
置
き
、
法
律
に
よ
る
行
政
が
強
調
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
国
民
の
基
本
権
は
法
律
に
よ
っ
て
自
由
に
制
約
で
き
る
も
の
で

あ
っ
た
（
法
律
の
留
保
）。
ま
た
通
常
の
司
法
裁
判
所
と
は
別
に
、
行
政
裁
判
所
が
置
か
れ
、
行
政
優
位
な
い
し
行
政
部
主
導
の
政
治
が
行

わ
れ
た
。
そ
れ
は
第
二
次
大
戦
後
の
「
実
質
的
法
治
国
家
」
と
は
違
っ
て
「
形
式
的
法
治
国
家
」
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
二
〇
世
紀
の
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
体
制
と
法
治
国
家
は
、
ナ
チ
ス
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
。
そ
し
て
第
二
次
大
戦
後
の

ド
イ
ツ
は
、
東
西
ド
イ
ツ
に
分
断
さ
れ
た
。
西
ド
イ
ツ
で
は
ボ
ン
基
本
法
が
で
き
、
そ
こ
で
は
、
立
憲
民
主
制
の
下
で
、
人
間
の
尊
厳
や
基

本
権
（
自
由
権
と
社
会
権
）
の
保
障
が
謳
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
担
保
す
る
た
め
に
憲
法
裁
判
所
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
具
体
的
事
件
・
紛

争
に
関
係
な
く
、
議
会
の
法
律
な
ど
の
合
憲
・
違
憲
に
つ
い
て
、
審
査
す
る
形
の
も
の
で
あ
っ
た
（
つ
ま
り
抽
象
的
違
憲
審
査
制
）。
そ
れ

に
よ
っ
て
西
ド
イ
ツ
は
、
形
式
的
法
治
国
家
か
ら
実
質
的
法
治
国
家
、
そ
し
て
社
会
的
法
治
国
家
へ
進
展
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

一
九
八
九
年
の
東
西
冷
戦
の
終
了
に
よ
っ
て
、
東
西
ド
イ
ツ
は
統
一
し
、
ボ
ン
基
本
法
は
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
に
な
っ
た（

13
）。

　

阿
部
照
哉
『
比
較
憲
法
入
門
』（
一
九
九
四
年
）
に
よ
れ
ば
、ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
に
示
さ
れ
た
統
治
原
理
は
、共
和
制
、民
主
制
、

社
会
的
法
治
国
家
、
連
邦
国
家
で
あ
る
。
そ
し
て
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
の
法
治
国
家
性
は
、
国
家
の
最
高
の
法
規
範
と
し
て
の
憲

法
に
従
っ
て
国
政
が
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
し
、
国
家
権
力
を
憲
法
お
よ
び
法
に
拘
束
せ
し
め
（
二
〇
条
三
項
）、
国
民
の
基
本
権
が
国

家
機
関
の
行
動
を
拘
束
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
の
自
由
と
平
等
を
確
保
し
（
一
条
三
項
）、
国
家
権
力
の
行
使
に
対
し
て
裁

　
（
二
三
七
九
）



法
の
支
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め
ぐ
る
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問
題
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一
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一
二

同
志
社
法
学　

五
八
巻
七
号

判
に
よ
る
救
済
を
保
障
し
（
一
九
条
四
項
、
一
〇
一
条
）
…
」
と
説
か
れ
て
い
る（

14
）。

ま
た
社
会
的
法
治
国
家
の
「
社
会
的
」
と
は
、
国
家
に

よ
る
社
会
保
障
と
社
会
扶
助
の
確
立
に
よ
っ
て
社
会
的
正
義
を
実
現
し
、
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
の
要
請
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

15
）。

　

な
お
高
田
敏
の
論
文
「『
形
式
的
法
治
国
・
実
質
的
法
治
国
』
概
念
の
系
譜
と
現
状
」（
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
的
な
「
法
治

国
家
（
法
の
国
）」
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
普
遍
化
的
性
格
を
高
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
広
く
用
い
ら
れ
る
概
念
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
ド

イ
ツ
の
実
質
的
法
治
国
家
観
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
。
と
く
に
欧
州
連
合
憲
法
条
約
（
末
批
准
）
で
は
、「
法
治
国
家
」

は
ほ
と
ん
ど
の
国
の
訳
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、『
法
治
国
家
（
法
の
国
）』
あ
る
い
は
『
法
の
支
配
』
と
い
う

よ
う
に
異
な
っ
て
表
示
さ
れ
る
原
理
も
、
同
じ
原
理
の
異
な
っ
た
表
現
と
さ
れ
て
い
る（

16
）」。

こ
の
よ
う
に
し
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
法

治
主
義
の
普
遍
化
、『
法
の
支
配
』・『
法
治
国
家
（
法
の
国
）』
の
共
通
化（

17
）」

が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ニ　

フ
ラ
ン
ス

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
近
代
憲
法
上
の
法
の
支
配
（
な
い
し
法
治
国
家E

tat de droit

）
の
進
展
も
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
と
は
違
っ
て

い
る
。
ま
ず
一
八
世
紀
後
半
の
絶
対
主
義
体
制
下
で
は
、
百
科
全
書
派
や
ル
ソ
ー
な
ど
の
啓
蒙
思
想
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
国
王
権
力
と

三
部
会
と
の
対
立
の
結
果
、
一
七
八
九
年
に
革
命
が
勃
発
す
る
。
そ
し
て
国
民
議
会
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
一
七
九
一
年
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
が
、
国
民
議
会
が
混
乱
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
登
場
す
る
。
一
九
世
紀
に
は
、
第
二
共
和
制
憲
法
（
一

八
四
八
年
）、第
三
共
和
制
憲
法
（
一
八
七
五
年
）
が
制
定
さ
れ
た
が
、そ
こ
に
は
議
会
中
心
主
義
の
考
え
方
は
あ
っ
て
も
、人
権
の
観
念
や
、

司
法
部
の
優
位
と
い
っ
た
考
え
方
は
な
い
。
国
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
が
法
律
を
制
定
し
、
行
政
部
は
そ
れ
を
執
行
し
、
司
法
部
は
紛
争
を

解
決
す
る
の
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

第
二
次
大
戦
後
、
第
四
共
和
制
憲
法
（
一
九
四
六
年
）
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
前
文
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
が
置
か
れ
た
。
そ
し
て
国
民

　
（
二
三
八
〇
）
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の
支
配
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
一
）

 

一
三

同
志
社
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八
巻
七
号

（
な
い
し
人
民
）
主
権
の
原
則
と
と
も
に
、
自
由
権
と
社
会
権
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
た
。
第
五
共
和
国
憲
法
（
一
九
五
八
年
）
の
下
で
は
、

憲
法
院
が
置
か
れ
、
そ
こ
で
や
が
て
議
会
の
制
定
し
た
法
律
や
条
約
の
合
憲
・
違
憲
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

18
）。

　

辻
村
み
よ
子
に
よ
れ
ば
、「
第
三
共
和
制
下
の
議
会
中
心
主
義
、
お
よ
び
法
律
の
優
位
と
い
う
伝
統
の
も
と
で
違
憲
立
法
審
査
制
を
排
斥

し
続
け
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
こ
の
機
能
を
担
う
（
西
ド
イ
ツ
型
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
型
の
）
憲
法
機
関
や
司
法
機
関
は
存
在
し
な
か
っ

た
。
し
か
し
第
五
共
和
制
憲
法
の
も
と
で
、
も
と
も
と
裁
判
機
関
で
は
な
く
政
治
的
機
関
と
み
ら
れ
て
き
た
憲
法
院
は
、
…
一
九
七
一
年
判

決
以
降
、
独
自
に
人
権
保
障
機
関
と
し
て
の
役
割
を
演
じ
は
じ
め
、
…
人
権
原
理
に
関
す
る
多
く
の
違
憲
判
断
を
提
示
し
て
き
た
」
と
説
明

さ
れ
て
い
る（

19
）。

つ
ま
り
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
憲
法
院
の
成
立
後
、
法
治
国
家
の
概
念
が
用
い
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

　

以
上
が
、
欧
米
諸
国
に
お
け
る
近
代
憲
法
上
の
法
の
支
配
（
な
い
し
法
治
国
家
）
の
形
成
・
発
展
お
よ
び
現
状
に
つ
い
て
の
簡
単
な
説
明

で
あ
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
二
、
三
付
言
し
て
お
け
ば
、
近
代
憲
法
上
の
法
の
支
配
は
、
も
と
も
と
中
世
の
時
代
に
あ
っ
た
法
の
支
配
が
近
代
的

な
も
の
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
法
の
支
配
の
生
成
・
発
展
に
と
っ
て
は
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
植
民
地
、
ア
メ
リ
カ
合
州
国

の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
但
し
、
両
国
に
お
け
る
近
代
憲
法
上
の
法
の
支
配
の
展
開
の
し
か
た
は
同
じ
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
合
州
国

で
は
最
高
法
規
と
し
て
の
憲
法
や
違
憲
審
査
制
と
の
関
連
で
、
と
く
に
憲
法
解
釈
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
第
二
次

大
戦
後
の
国
際
人
権
法
の
成
立
、
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
成
立
は
、
や
が
て
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
一
九
九
八
年
人
権
法
を
成
立
さ

せ
、
法
の
支
配
の
理
念
と
そ
の
保
障
の
し
か
た
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

　

他
方
、
第
二
次
大
戦
後
の
西
ド
イ
ツ
は
、
形
式
的
法
治
国
家
か
ら
実
質
的
法
治
国
家
な
い
し
社
会
的
法
治
国
家
へ
と
移
行
し
、
憲
法
裁
判

所
も
設
け
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
二
〇
世
紀
後
半
の
あ
る
時
期
（
一
九
七
〇
年
代
）
か
ら
、
憲
法
院
が
、
議
会
の
法
律
に
つ
い
て
違
憲

　
（
二
三
八
一
）
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社
法
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八
巻
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判
断
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
実
質
的
法
治
国
家
の
考
え
方
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
憲
法
に
広
が
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
欧
州
連

合
憲
法
条
約
（
末
批
准
）
の
影
響
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
全
体
に
普
遍
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る（

20
）。

そ
し
て
今
日
で
は
、
英
米
的
な

法
の
支
配
と
大
陸
的
な
実
質
的
法
治
国
家
と
は
ほ
ぼ
イ
コ
ー
ル
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
り
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
二
〇
世
紀
後
半
、
近
代
憲
法
上
の
法
の
支
配
と
そ
の
制
度
的
保
障
の
し
か
た
に
は
大
き
な
進
展
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
近
代
憲

法
上
の
法
の
支
配
の
中
核
に
は
、
法
の
優
位
（
と
く
に
憲
法
の
優
位
）、
そ
の
法
に
よ
る
政
治
権
力
な
ど
の
拘
束
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
担
保

す
る
制
度
と
し
て
裁
判
所
の
役
割
（
違
憲
審
査
制
）
が
一
層
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
よ
う
に
、

民
主
主
義
な
ど
と
の
関
係
で
、
法
の
支
配
の
原
理
に
お
い
て
至
高
で
あ
る
の
は
裁
判
所
で
あ
る
の
か
、
議
会
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
が

あ
る
が
。

　

以
上
の
事
柄
に
関
連
し
て
一
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
裁
判
所
と
法
曹
集
団
の
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
で
あ
る
。

と
く
に
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
と
法
曹
集
団
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
諸
原
理
や
技
術
な
ど
を
生
み
出
し
た
だ
け
で
な
く
、
国
王

権
力
な
ど
と
対
峙
す
る
な
か
で
、
司
法
へ
の
信
頼
や
伝
統
を
築
い
た
。
そ
れ
が
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
違
憲
審
査
制
の
成
立
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
今
日
に
お
い
て
も
、
近
代
憲
法
上
の
法
の
支
配
に
と
っ
て
裁
判
所
と
法
曹
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
違
憲
審

査
制
と
の
関
係
で
、
裁
判
所
が
最
高
法
規
と
し
て
の
憲
法
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
（
ま
た
解
釈
す
べ
き
か
）
が
ま
す
ま
す
重
要
な
問
題

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

（
1
）　

B
.Z

.T
am

anaha, O
n the R

ule of L
aw

: H
istory, P

olitics, T
heory, C

am
bridge U

niversity P
ress, 2004, pp.23-25

に
よ
れ
ば
、
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
以
前
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、「
古
き
善
き
法
」
の
考
え
方
が
あ
っ
た
。
そ
の
法
は
慣
習
法
で
あ
り
、
祖
先
の
法
で
あ
り
、

権
利
の
複
合
体
で
あ
る
。
そ
し
て
「
古
き
善
き
法
」
は
、
恣
意
的
に
変
更
さ
れ
え
な
い
も
の
と
し
て
観
念
さ
れ
、
そ
れ
を
破
っ
た
国
王
に
対
し
て
は
人
々
に
抵
抗
権

が
あ
る
と
さ
れ
、
国
王
追
放
が
説
か
れ
た
。

　
（
二
三
八
二
）



法
の
支
配
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
一
）

 

一
五

同
志
社
法
学　

五
八
巻
七
号

（
2
）　

イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
合
州
国
に
お
け
る
法
の
支
配
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
己
『
法
の
支
配
』
有
斐
閣
、
一
九
五
四
年
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
説
明
は
必
ず
し
も

そ
れ
に
依
拠
し
て
は
い
な
い
。

（
3
）　

A
.V.D

icey, A
n Introduction to the Study of the L

aw
 of the C

onstitution, 10th ed., M
acm

illan, 1959, pp.202-3.

な
お
石
井
幸
三
「
ダ
イ
シ
ー
の
法
思
想

―
『
憲
法
序
説
』
を
素
材
に
し
て
（
二
・
完
）」
龍
谷
法
学
第
三
八
巻
四
号
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）
所
収
も
参
照
。

（
4
）　

田
中
英
夫
『
英
米
法
総
論 

上
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
、
四
一
頁
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
法
の
支
配
は
、
立
法
権
よ
り
も
行
政
権
（
も
と
は

国
王
の
も
の
）
へ
の
警
戒
か
ら
発
展
し
て
き
た
。
ダ
イ
シ
ー
の
法
の
支
配
論
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
他
方
、
ア
メ
リ
カ
合
州
国
で
は
、
立
法
権
へ
の
警
戒
も
必
要
で

あ
る
と
し
て
、
一
九
世
紀
に
違
憲
立
法
審
査
制
が
制
度
化
さ
れ
た
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
そ
れ
は
、
議
会
主
権
の
原
則
と
の
関
係
で
発
展
し
な
か
っ
た
。

（
5
）　

イ
ギ
リ
ス
の
一
九
九
八
年
人
権
法
に
つ
い
て
は
、
江
島
昌
子
「
イ
ギ
リ
ス
『
憲
法
改
革
』
に
お
け
る
一
九
九
八
年
人
権
法
」、
松
井
幸
夫
編
著
『
変
化
す
る
イ
ギ
リ

ス
憲
法―

ニ
ュ
ー
・
レ
イ
バ
ー
と
イ
ギ
リ
ス
「
憲
法
改
革
」』
敬
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
所
収
参
照
。

（
6
）　

R
.E

kins, Judicial Suprem
acy and the R

ule of L
aw

, L
aw

 Q
uarterly R

eview
, vol.119, January 2003 

参
照
。
法
の
支
配
に
お
け
る
司
法
部
の
至
高
性
を
強
調

す
る
の
は
、John L

aw
s, T.R

.S.A
llan, L

ord W
olf

で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
憲
法
学
上
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
。J.Jow

ell, T
he R

ule of 

L
aw

 T
od

ay, in
 J.Jow

ell an
d

 D
.O

liver ed
s., T

h
e C

h
an

gin
g C

on
stitu

tion
, 5th

 ed
ition

, O
xford

 U
n

iversity P
ress, 2004; J.G

old
sw

orth
y, L

egislative 

Sovereignty and the R
ule of L

aw
, in T.C

am
pbell and K

.O
.E

w
ing eds., Sceptical E

ssays on H
um

an R
ights, O

xford U
niversity P

ress, 2001.

わ
が
国
の

文
献
と
し
て
は
、
愛
敬
浩
二
「
立
憲
主
義
、
法
の
支
配
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー―

Ｔ
・
Ｒ
・
Ｓ
・
ア
ラ
ン
憲
法
学
説
の
批
判
的
検
討
」、
愛
敬
浩
二
・
水
島
朝
雄
・
諸
根
貞

夫
編
『
現
代
立
憲
主
義
の
認
識
と
実
践
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
所
収
参
照
。

（
7
）　

伊
藤
正
己
は
『
法
の
支
配
』
前
掲
書
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
中
世
の
法
の
支
配
を
理
性
法
の
支
配
、
慣
習
法
の
支
配
と
し
、
一
七
世
紀
の
絶
対
王
政
期

の
法
の
支
配
を
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
支
配
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
議
会
主
権
の
原
則
が
確
立
さ
れ
た
名
誉
革
命
後
の
一
八
、一
九
世
紀
の
も
の
を
「
近
代
の
『
法
の
支

配
』」（
三
二
頁
）
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
法
の
支
配
を
受
け
継
い
だ
ア
メ
リ
カ
の
法
の
支
配
に
関
し
て
、次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

国
会
主
権
の
原
則
の
確
立
以
来
、
中
世
的
な
普
遍
法
の
優
位
、
コ
ー
ク
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
優
位
の
思
想
は
崩
れ
、
一
般
国
法
の
優
位
へ
と
転
化
し
て
い
っ
た
…
が
、

大
西
洋
を
こ
え
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
自
然
法
の
支
配
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
支
配
の
原
則
が
生
き
つ
づ
け
た
の
で
あ
り
、
コ
ー
ク
の
ボ
ナ
ム
医

師
事
件
の
意
見
は
、
ア
メ
リ
カ
で
実
を
結
ん
で
い
る
」（
六
三
頁
）。
そ
し
て
一
九
世
紀
初
期
に
お
け
る
裁
判
所
の
違
憲
審
査
権
の
確
立
に
関
連
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
『
法
の
支
配
』
は
、
ま
さ
に
制
度
的
な
『
司
法
権
の
優
越
』
と
い
う
形
式
を
も
っ
て
発
展
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
発
展
の
う
ち
に
、
ア
メ
リ
カ
的
な
法
優
位

を
実
現
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
」（
六
一
頁
）。

　
（
二
三
八
三
）



法
の
支
配
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
一
）

 

一
六

同
志
社
法
学　

五
八
巻
七
号

（
8
）　

ア
メ
リ
カ
合
州
国
で
も
「
法
の
支
配
」
の
厳
密
な
意
味
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
Ｒ
・
Ｈ
・
フ
ァ
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
上
の
言

説
の
な
か
で
「
法
の
支
配
」
が
用
い
ら
れ
る
場
合
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
が
、
法
の
支
配
に
つ
い
て
の
理
念
型
的
考
え
方
と
し
て
、
次
の
四
つ
が
あ
る
と
い
う
。
つ
ま

り
歴
史
主
義
、
形
式
主
義
、
リ
ー
ガ
ル
・
プ
ロ
セ
ス
、
実
質
主
義
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
は
法
の
支
配
の
要
請
を
充
た
す
た
め
に
は
法
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て

の
想
定
を
映
し
出
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
ら
は
衝
突
す
る
が
、
互
い
に
補
い
合
っ
て
も
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
法
の
支
配
」
の
「
法
」
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
と
く
に
憲
法
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か
に
関
係
し
て
お
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
を
め
ぐ
る
議
論
と
は
や
や
違
っ
て
い
る
。

R
.H

.F
allon, Jr., 'T

he R
ule of L

aw
' as a C

oncept in C
onstitutional D

iscourse, C
olum

bia L
aw

 R
eview

, vol.97, no.1 （1997

）. 

な
お
フ
ァ
ロ
ン
は
、
歴
史
主
義

な
ど
の
先
の
四
つ
の
な
か
の
い
ず
れ
か
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
9
）　

N
.S.M

arsh, T
he R

ule of L
aw

 as a Supra-N
ational C

oncept, in A
.G

.G
uest ed., O

xford E
ssays in Jurisprudence, O

xford U
niversity P

ress, 1961, 

p.230.

（
10
）　

伊
藤
正
己
、
前
掲
書
、
六
一
頁
。

（
11
）　

松
井
茂
記
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
入
門
』
有
斐
閣
、
一
九
八
九
年
、
一
六
頁
。
ま
た
松
井
は
、『
日
本
国
憲
法
（
第
二
版
）』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
の
な
か
で
、「
合
衆

国
憲
法
こ
そ
が
、
法
の
支
配
の
制
度
化
と
し
て
の
近
代
憲
法
の
理
念
形
を
示
し
た
と
い
え
よ
う
」
と
述
べ
、「
日
本
も
法
の
支
配
を
受
け
継
い
だ
」
と
記
し
て
い
る
。

二
四
頁
。
阿
部
照
哉
『
比
較
憲
法
入
門
』
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
州
国
憲
法
の
諸
原
理
と
し
て
、
代
表
制
ま
た
は
間
接
民
主
制
、
連
邦
制
、
権

力
分
立
、法
の
支
配
が
挙
げ
ら
れ
、そ
れ
は
、次
の
よ
う
な
近
代
立
憲
主
義
を
支
え
る
思
想
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
⑴
統
治
を
先
導
し
、拘
束
す
る
「
法
」

が
存
在
す
る
。
⑵
憲
法
典
は
、
そ
れ
を
実
定
法
化
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
憲
法
典
は
統
治
権
限
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
。
⑶
い
か
な
る
統
治
で
あ
れ
、
憲
法
の

示
す
制
限
を
超
え
た
権
能
を
行
使
す
る
こ
と
は
正
当
な
ら
ざ
る
権
力
の
行
使
で
あ
る
。
こ
う
し
た
思
想
が
、
裁
判
所
に
よ
る
司
法
審
査
制
を
生
み
出
し
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
一
〇
六
頁
。

（
12
）　

松
井
茂
記
、
前
掲
書
、
一
六
頁
。

（
13
）　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
法
治
国
家
」「
形
式
的
法
治
国
家
」「
実
質
的
法
治
国
家
」
の
概
念
の
歴
史
的
変
遷
と
現
状
に
つ
い
て
は
、
高
田
敏
「『
形
式
的
法
治
国
・
実
質

的
法
治
国
』
概
念
の
系
譜
と
現
状
」
前
掲
論
文
、
同
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
の
支
配
」
磯
崎
喜
寿
記
念
『
現
代
日
本
に
お
け
る
「
法
の
支
配
」』
法
律
文
化
社
、

一
九
七
九
年
所
収
参
照
。
毛
利
透
「『
法
治
国
家
』
か
ら
『
法
の
支
配
』
へ―

ド
イ
ツ
憲
法
裁
判
の
機
能
変
化
に
つ
い
て
の
一
仮
説
」
法
学
論
叢
第
一
五
六
巻
五
・
六

号
所
収
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
憲
法
裁
判
所
と
は
別
に
、
下
級
裁
判
所
も
各
事
件
・
紛
争
の
解
決
の
過
程
で
憲
法
判
断
を
行
う
。
な
お
服
部
高
宏
「
法
治
国
家
原

理
の
展
開
」
法
哲
学
年
報
二
〇
〇
五
『
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
法
の
支
配
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
所
収
も
参
照
。

　
（
二
三
八
四
）



法
の
支
配
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
一
）

 

一
七

同
志
社
法
学　

五
八
巻
七
号

（
14
）　

阿
部
照
哉
、
前
掲
書
、
三
三
四
頁
。

（
15
）　

阿
部
照
哉
、
前
掲
書
、
三
三
四
頁
。

（
16
）　

高
田
敏
「『
形
式
的
法
治
国
・
実
質
的
法
治
国
』
概
念
の
系
譜
と
現
状
」
前
掲
論
文
、
五
五
頁
。

（
17
）　

高
田
敏
「『
形
式
的
法
治
国
・
実
質
的
法
治
国
』
概
念
の
系
譜
と
現
状
」
前
掲
論
文
、
五
六
頁
。

（
18
）　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
法
治
国
家
」
に
つ
い
て
は
、
高
橋
和
之
「
司
法
制
度
の
憲
法
的
枠
組―

法
の
支
配
と
司
法
権
」
公
法
研
究
第
六
三
号
、
二
〇
〇
一
年
所
収

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
フ
ラ
ン
ス
は
大
革
命
に
お
い
て
国
民
主
権
を
確
立
し
、
こ
れ
を
基
底
に
独
自
の
『
法
の
支
配
』
を
生
み
出
し
て
ゆ
く

の
で
あ
り
、
こ
の
体
制
を
第
三
共
和
政
期
の
憲
法
学
者
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
は
、
ド
イ
ツ
的
なE

tat de droit

と
は
異
な
るE

tat légal

と
し
て
捉
え
た
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
主
権
論
の
下
で
は
、
ル
ソ
ー
の
定
式
に
従
っ
て
、
法
律
は
『
一
般
意
志
の
表
明
』
と
観
念
さ
れ
、
事
項
的
制
限
に
は
一
切
服
さ
ず
、
憲

法
を
始
源
的
に
執
行
す
る
も
の
と
し
て
優
越
的
地
位
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
行
政
は
こ
の
法
律
の
執
行
と
観
念
さ
れ
、
そ
の
活
動
に
は
常
に
法
律
の
根
拠
が
必

要
と
さ
れ
る
。
他
方
、
司
法
は
、
民
刑
事
の
事
件
に
限
定
さ
れ
、
行
政
事
件
は
権
限
外
と
さ
れ
た
」。
八
頁
。

（
19
）　

辻
村
み
よ
子
「
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
・
解
説
」、
樋
口
陽
一
・
吉
田
善
明
編
『
解
説　

世
界
憲
法
集
』
三
省
堂
、
一
九
八
八
年
の
解
説
、
二
一
七
頁
、
ま
た
辻
村
み
よ

子
『
憲
法
（
第
二
版
）』
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
四
年
、
三
八
〇―

三
八
一
頁
も
参
照
。
な
お
フ
ラ
ン
ス
独
自
の
「
法
律
適
合
性
（légalité

）」
の
原
理
の
展
開
な
ど

に
つ
い
て
は
、
野
中
俊
彦
・
中
村
陸
男
・
高
橋
和
之
・
高
見
勝
利
著
『
憲
法
Ⅰ
（
第
3
版
）』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
、
二
五
頁
以
下
（
高
橋
執
筆
）
参
照
。
ま
た
今

日
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
藤
紀
子
「
変
容
す
る
法
の
『
支
配
』―

フ
ラ
ン
ス
を
例
に
」
憲
法
理
論
研
究
会
編
『
法
の
支
配
の
現
代
的
課
題
』
敬
文
堂
、
二
〇
〇
二

年
所
収
参
照
。

（
20
）　

高
田
敏
「『
形
式
的
法
治
国
・
実
質
的
法
治
国
』
概
念
の
系
譜
と
現
状
」
前
掲
論
文
、
五
五―

五
六
頁
参
照
。

三　

日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
を
め
ぐ
る
議
論

　

わ
が
国
で
は
、
明
治
期
後
半
に
法
制
度
が
整
備
さ
れ
、
ド
イ
ツ
法
（
学
）
の
影
響
で
「
法
治
国
家
」「
法
治
主
義
」
が
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
法
律
に
よ
る
行
政
が
強
調
さ
れ
た
が
、
明
治
憲
法
上
の
臣
民
の
権
利
・
自
由
は
法
律
に
よ
っ
て
自
由
に
制
約
で
き
る
も
の

　
（
二
三
八
五
）
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巻
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号

で
あ
っ
た
。
ま
た
通
常
の
司
法
裁
判
所
と
は
別
に
、
行
政
裁
判
所
が
置
か
れ
た
た
め
に
、
裁
判
所
が
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
機
能
は

不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
で
は
、
ド
イ
ツ
と
同
じ
よ
う
に
、
行
政
主
導
な
い
し
行
政
優
位
の
政
治
が
行
な
わ
れ
た
。

　

し
か
し
第
二
次
大
戦
後
、
日
本
国
憲
法
が
で
き
た
。
そ
し
て
憲
法
の
基
本
的
理
念
の
一
つ
と
し
て
、
法
の
支
配
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
法
の
支
配
は
、
⑴
憲
法
の
最
高
法
規
性
の
観
念
、
⑵
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
⑶
裁
判
所
に
対
す
る
尊
敬
と
信
頼
、
⑷
適
正
手
続

の
保
障
、
と
い
う
四
つ
の
要
請
を
中
心
に
し
て
語
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
英
米
法
と
憲
法
の
専
門
家
で
あ
る
伊
藤
正
己
に
よ
っ
て

説
か
れ
た
も
の
で
あ
り（

1
）、

そ
の
後
、
清
宮
四
郎
、
佐
藤
功
、
芦
部
信
喜
、
佐
藤
幸
治
な
ど
の
憲
法
学
者
の
書
物
に
お
い
て
受
け
継
が
れ
て
い

る
。

　

例
え
ば
、
芦
部
信
喜
の
『
憲
法
（
第
三
版
）』（
二
〇
〇
二
年
）
で
は
、「
近
代
立
憲
主
義
憲
法
は
、
個
人
の
権
利
・
自
由
を
確
保
す
る
た

め
に
国
家
権
力
を
制
限
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
こ
の
立
憲
主
義
思
想
は
法
の
支
配
（rule of law

）
の
原
理
と
密
接
に
関
連
す
る（

2
）」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
法
の
支
配
の
内
容
と
し
て
重
要
な
も
の
は
、「
現
在
、
⑴
憲
法
の
最
高
法
規
性
の
観
念
、
⑵
権
力
に
よ
っ
て
侵

さ
れ
な
い
個
人
の
人
権
、
⑶
法
の
内
容
・
手
続
の
公
正
を
要
求
す
る
適
正
手
続
（due process of law

）、
⑷
権
力
の
恣
意
的
行
使
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
裁
判
所
の
役
割
に
対
す
る
尊
重
、
な
ど
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

3
）」、

そ
し
て
「
日
本
国
憲
法
は
、『
法
の
支
配
』
の
原
理
…
を

採
用
し
」
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る（

4
）。

イ　

佐
藤
幸
治
の
見
解
と
批
判

　

行
政
改
革
会
議
の
委
員
や
司
法
制
度
改
革
審
議
会
会
長
を
務
め
た
憲
法
学
者
の
佐
藤
幸
治
も
、
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
に
つ
い
て
ほ

ぼ
同
じ
よ
う
な
考
え
方
を
と
っ
て
い
る（

5
）。

　

佐
藤
に
よ
れ
ば
、
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
は
、
英
米
法
（
と
く
に
ア
メ
リ
カ
法
）
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
憲
法
の
最
高
法

　
（
二
三
八
六
）
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規
性
の
観
念
な
ど
、
先
の
四
つ
の
原
理
を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
法
の
支
配
は
、
個
人
の
尊
重
（
第
一
三
条
）
な
い
し
自
律
的

生
の
尊
重
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る（

6
）。

つ
ま
り
法
の
支
配
に
お
け
る
法
と
は
、
人
間
の
自
律
的
生
の
確
保
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
う
し
た
人
間
に
よ
っ
て
継
続
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る（

7
）。

し
か
も
そ
の
法
の
支
配
は
、
司
法
重
視
の
も
の
、
下
か
ら
法
秩
序
を
形
成

す
る
司
法
型
秩
序
形
成
観
の
も
の
で
あ
る
（
付
随
的
違
憲
審
査
制
）。
つ
ま
り
法
の
支
配
と
は
、
個
人
の
権
利
・
自
由
を
、
最
終
的
に
は
、

司
法
の
場
を
と
お
し
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
形
式
的
法
治
国
家
や
（
第
二
次
大
戦
後
の
）
実
質

的
法
治
国
家
の
考
え
方
に
通
底
し
て
い
る
、
行
政
に
よ
る
政
治
、
あ
る
い
は
行
政
主
導
に
よ
る
基
本
権
保
障
の
考
え
方
（
上
か
ら
の
法
秩
序

形
成
）
と
は
違
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
あ
る
時
点
か
ら
、
ド
イ
ツ
的
な
法
治
国
家
の
考
え
方
、

つ
ま
り
基
本
的
人
権
、
と
く
に
生
存
権
な
ど
を
司
法
で
は
な
く
行
政
の
力
に
よ
っ
て
実
現
し
、
保
障
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
影
響
力
を
も

っ
た
。
し
た
が
っ
て
第
二
次
大
戦
後
も
「
小
さ
な
司
法
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
状
況
が
長
い
間
、
続
い
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
司

法
の
現
状
を
改
め
る
た
め
に
は
、
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
の
理
念
の
意
義
を
再
確
認
し
、
司
法
制
度
改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
佐
藤
の
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
論
に
対
し
て
は
、
支
持
者
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
法
哲
学
者
で
あ
る
田
中
成
明
も

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
見
解
を
述
べ
、
法
の
支
配
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、「
行
政
優
位
か
ら
司
法
中
心
の
法
運
用
へ
」
の
移
行
が
必
要
で
あ
る

と
記
し
て
い
る（

8
）。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
佐
藤
の
見
解
に
対
し
て
は
、
反
論
な
い
し
異
論
も
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
は
、
英
米
的
な
法
の
支
配
（
司
法
型
秩
序
形
成
観
）
と
ド
イ
ツ
的
な
法
治
国
家
（
行
政
主
導
の
上
か
ら
の
秩
序
形
成
）
と
を
二

元
的
な
も
の
と
し
て
対
置
さ
せ
る
し
か
た
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
戦
前
の
ド
イ
ツ
の
法
治
国
家
論
に
も
、
自
由
主
義
的
要
素
が

あ
っ
た
と
い
う
反
論
で
あ
る
。
ま
た
戦
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
実
質
的
法
治
国
家
は
英
米
的
な
法
の
支
配
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
で

あ
る
と
い
っ
た
反
論
で
あ
る
。
例
え
ば
、
高
田
敏
の
見
解
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　
（
二
三
八
七
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「
一
九
九
〇
年
代
の
半
ば
よ
り
、
日
本
国
憲
法
の
原
理
を
法
治
国
家
な
い
し
法
治
主
義
で
は
な
く
、
法
の
支
配
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る

と
す
る
佐
藤
教
授
の
見
解
が
主
張
さ
れ
、
そ
れ
が
、
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
に
お
け
る
法
の
支
配
の
強
調
を
媒
介
と
し
て
、
か
な
り

の
浸
透
を
み
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
最
近
の
主
張
は
、
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
潮
流
と
は
逆
の
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
そ
こ
に
お
け
る
普
遍
的
な
原
理
を
探
り
、
そ
れ
を
共
通
の
原
理
と
し
て
育
成
す
る
方
向

が
し
め
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
に
見
ら
れ
る
上
の
傾
向
は
、
普
遍
化
と
は
逆
の
差
異
化
を
強
調
し
、
中
に
は
一
方
を
否
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
さ
え
あ
る
か
ら
で
あ
る
。…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
け
る
法
治
国
家
か
英
米
法
に
お
け
る
法
の
支
配
か
の
二
者
択
一
で
は
な
く
、

両
者
を
理
念
的
に
支
え
る
普
遍
的
な
原
理
を
核
と
し
、
両
者
を
資
料
と
し
て
日
本
の
場
に
最
も
適
合
す
る
原
理
を
形
成
し
て
行
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
ろ
う（

9
）。」。

　

高
田
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
後
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
法
治
主
義
の
普
遍
化
と
法
治
国
家
・
法
の
支
配
の
共
通
化
の
動
向
」
を
指

摘
し
、「
両
者
の
差
異
化
を
強
調
し
一
方
を
否
定
す
る
こ
と
を
、
歴
史
の
流
れ
に
反
す
る
も
の
」
と
し
て
捉
え
て
い
る（

10
）。

最
後
に
、
英
米
法

的
な
「
法
の
支
配
」
と
大
陸
法
的
な
「
法
治
国
家
」
の
上
位
概
念
と
し
て
「
法
治
主
義
」
を
捉
え
、さ
ら
に
「
在
る
べ
き
」
も
の
と
し
て
「
普

遍
化
的
法
治
主
義
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
そ
れ
が
日
本
国
憲
法
の
採
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
に
つ
い
て
は
、
全
く
別
の
考
え
方
も
可
能
で
は
な
い
か
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
に
も
詳
し
い
憲
法
学
者
の
高
橋
和
之
は
、「
私
の
『
法
の
支
配
』
の
分
析
的
枠
組
み
が
、
基
本
的
に
は
フ
ラ
ン

ス
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
戦
後
、
日
本
国
憲
法
が
イ
ギ
リ
ス
型
の
法
の
支
配
を
採
用
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
ド
イ

ツ
型
の
法
治
国
を
採
用
し
た
の
か
に
つ
き
論
争
が
な
さ
れ
た
と
き
、
…
フ
ラ
ン
ス
型
は
ま
っ
た
く
考
慮
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
日
本
国

憲
法
が
国
民
主
権
を
採
用
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、『
法
の
支
配
』
も
国
民
主
権
モ
デ
ル
で
考
え
る
ほ
う
が
素
直
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る（

11
）」

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
日
本
国
憲
法
の
『
法
の
支
配
』
を
フ
ラ
ン
ス
的
な
国
民
主
権
モ
デ
ル
で
捉
え
な
お
し
み
よ
う
…（

12
）」、「

私
は
国
民
主

　
（
二
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社
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権
の
原
理
を
法
の
支
配
（「
正
し
い
法
」
の
支
配
）
を
制
度
化
す
る
た
め
の
一
組
織
原
理
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る（

13
）」。「

近
代
憲
法
の
段
階

で
は
、
違
憲
審
査
制
は
ア
メ
リ
カ
を
除
い
て
存
在
せ
ず
、
議
会
が
人
権
保
障
の
中
心
的
機
構
で
あ
っ
た
。
議
会
が
保
障
す
る
の
は
、
…
議
会

に
反
映
さ
れ
た
国
民
の
多
数
派
の
人
権
で
あ
る（

14
）。」

と
も
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
高
橋
は
、
法
の
支
配
を
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
主
権
モ
デ
ル
で
捉
え
、
憲
法
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
行
政
部
は
法
律
の

執
行
を
行
な
い
、
司
法
部
は
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
関
す
る
争
い
を
最
終
的
に
裁
定
す
る
作
用
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
法
秩
序
形
成

の
主
体
を
国
民
代
表
か
ら
な
る
立
法
部
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
法
の
解
釈
・
適
用
は
、
上
位
規
範
の
維
持
で
あ
る
と
同
時
に
下
位
規

範
の
形
成
で
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
適
用
す
べ
き
既
存
の
法
の
枠
内
で
の
法
形
成
で
あ
る
と
表
現
し
て
も
よ
い
。
法
の
支
配
の
理
念
は
、
法

の
枠
の
維
持
に
こ
そ
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

15
）。」

と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
高
橋
に
お
い
て
は
、
議
会
中
心
主
義
的
な
法
の
支
配

が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
司
法
部
中
心
的
な
法
の
支
配
の
理
解
の
し
か
た
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立
法
部
な
い
し
議

会
重
視
の
法
の
支
配
の
考
え
方
は
、
フ
ラ
ン
ス
だ
け
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
に
も
み
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
民
主
主
義
な
い
し
議
会
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る

　

次
に
、憲
法
学
者
の
長
谷
部
恭
男
は
、日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
と
し
て
、形
式
的
な
も
の
を
主
張
し
て
い
る
。
長
谷
部
の
『
憲
法
（
第

三
版
）』（
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
れ
ば
、「
法
の
支
配
は
、
国
家
機
関
の
行
動
を
一
般
的
・
抽
象
的
で
事
前
に
公
示
さ
れ
る
明
確
な
法
に
よ
っ

て
拘
束
す
る
こ
と
に
よ
り
、国
民
の
自
由
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
理
念
で
あ
る（

16
）」。

そ
し
て
「
⑴
法
が
一
般
的
抽
象
的
で
あ
り
、⑵
公
示
さ
れ
、

⑶
明
確
で
あ
り
、
⑷
安
定
し
て
お
り
、
⑸
相
互
に
矛
盾
し
て
お
ら
ず
、
⑹
遡
及
立
法
（
事
後
立
法
）
が
禁
止
さ
れ
、
⑺
国
家
機
関
が
法
に
基

づ
い
て
行
動
す
る
よ
う
、
独
立
の
裁
判
所
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
、
が
要
請
さ
れ
る（

17
）」、

ま
た
「
こ
の
よ
う
な
法
の

支
配
の
要
請
は
、
法
令
の
公
布
に
関
す
る
規
定
（
憲
法
七
条
一
号
）
や
憲
法
四
一
条
の
「
立
法
」
の
概
念
、
司
法
の
独
立
（
憲
法
七
六
条
以

下
）
の
他
、
憲
法
三
一
条
以
下
の
諸
規
定
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る（

18
）」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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ま
た
長
谷
部
に
よ
れ
ば
、
法
の
支
配
は
「
善
き
法
」
の
支
配
と
同
視
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
法
の
支
配
を
こ
の
よ
う
な
意
味
で
理
解
す

る
と
、
こ
の
概
念
を
独
立
に
検
討
の
対
象
と
す
る
意
義
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
法
の
支
配
の
要
請
は
、
悪
法
の
支
配
と
両
立
す
る
こ

と
、
法
の
内
容
が
民
主
的
に
定
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
も
関
係
が
な
い
こ
と
、
ま
た
法
の
支
配
は
、
法
と
道
徳
と
の
必
然
的
な
つ
な
が
り
を

意
味
す
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
も
強
調
さ
れ
て
い
る（

19
）。

そ
し
て
法
の
支
配
は
、
法
が
備
え
る
べ
き
条
件
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
は
、
他
の

要
請
の
前
に
譲
歩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
長
谷
部
の
見
解
に
は
、
後
述
す
る
イ
ギ
リ

ス
の
法
哲
学
者
Ｊ
・
ラ
ズ
な
ど
の
法
の
支
配
の
形
式
的
考
え
方
の
影
響
が
あ
る
。

　

長
谷
部
の
見
解
は
、
別
の
論
文
「
法
の
支
配
が
意
味
し
な
い
こ
と（

20
）」

に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
も
法
の
支
配
と
し
て
、
先
に
述
べ
た

よ
う
な
事
柄
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
法
の
支
配
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
、
功
利
主
義
と
Ｆ
・
Ａ
・
ハ
イ
エ
ク
な
ど
の
い
う
「
個
人
の

自
律
」
が
検
討
さ
れ
、
さ
ら
に
法
の
支
配
の
限
界
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
佐
藤
幸
治
も
、こ
の
よ
う
な
法
の
支
配
の
形
式
的
考
え
方
の
意
義
を
否
定
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
が
、

こ
の
よ
う
な
形
式
的
な
も
の
か
ど
う
か
は
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。

ロ　

法
の
支
配
論
の
対
立
・
競
合

　

と
こ
ろ
で
日
本
国
憲
法
に
は
「
法
の
支
配
」
と
い
う
文
言
は
な
い
。
で
は
日
本
国
憲
法
上
の
基
本
的
理
念
と
さ
れ
る
法
の
支
配
は
一
体
何

で
あ
り
、
そ
れ
は
ど
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
裁
判
官
を
拘
束
す
る
裁
判
規
範
で
あ
る
だ
ろ
う
か（

21
）。

　

ま
ず
法
の
支
配
は
法
的
ル
ー
ル
で
あ
る
の
か
、
法
原
理
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
外
の
も
の
で
あ
る
の
か
。
法
の
支
配
は
、
例
え

ば
、
刑
法
一
九
九
条
な
ど
の
よ
う
な
、
法
律
要
件―

効
果
（
な
い
し
仮
言
命
題
）
の
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
法
的
ル
ー
ル
で
は
な
い
。
そ
れ

は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
法
原
理
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
憲
法
に
明
言
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
で
は
そ
れ
は
何
か
。
日
本
国

　
（
二
三
九
〇
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憲
法
に
は
、
法
の
支
配
の
伝
統
を
も
つ
英
米
憲
法
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
影
響
を
う
け
て
い
る
部
分
が
多
い
。
そ
し
て
法
の
支
配
に
関

連
し
て
い
る
諸
規
定
が
あ
る
。
つ
ま
り
憲
法
の
最
高
法
規
性
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
罪
刑
法
定
主
義
、
刑
事
保
障
、
遡
及
処
罰
の
禁
止
、

二
重
処
罰
の
禁
止
、
司
法
部
の
独
立
、
司
法
の
一
元
化
（
行
政
裁
判
所
の
廃
止
）、
特
別
裁
判
所
の
設
置
の
禁
止
、
違
憲
審
査
制
な
ど
の
規

定
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
憲
法
の
諸
規
定
か
ら
推
測
さ
れ
、
導
き
出
さ
れ
う
る
上
位
の
理
念
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
が
法
の
支
配
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
法
の
支
配
は
、
日
本
国
憲
法
の
諸
規
定
を
統
合
的
に
説
明
し
た
り
、
正
当
化
し
う
る
上
位
の
理
念
で
あ
り
、
し

か
も
英
米
憲
法
の
影
響
を
う
け
て
い
る
と
い
う
日
本
国
憲
法
の
制
定
史
、
比
較
憲
法
（
史
）、
憲
法
価
値
、
憲
法
哲
学
な
ど
を
考
慮
に
入
れ

て
導
き
出
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
に
つ
い
て
複
数
の
見
解
が
競
合
し
、
そ
れ
ら
が
対
立
す
る

の
は
無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
憲
法
解
釈
理
論
な
い
し
解
釈
学
説
と
し
て
で
て
く
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
が
無
意
味
な
理
念
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
憲
法
や
法
律
の
解
釈

（
学
）、
そ
し
て
裁
判
な
ど
の
法
実
践
に
影
響
を
与
え
う
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
多
く
の
判
決
書
に
は
「
法
の
支
配
」「
法
治
国
家
」「
法

治
国
」
の
表
現
が
い
ろ
い
ろ
な
し
か
た
で
で
て
く
る
。
そ
れ
は
さ
ら
に
法
制
度
改
革
の
基
準
と
し
て
も
用
い
ら
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
わ
が

国
の
司
法
制
度
改
革
の
基
本
理
念
と
し
て
法
の
支
配
が
言
及
さ
れ
た
の
は
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
に
つ
い
て
の
憲
法
学
者
た
ち
の
見
解
の
競
合
・
対
立
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
解
決
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
Ｒ
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
正
解
テ
ー
ゼ
は
、
い
か
な
る
ハ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
（
難
事
件
）
で
あ
っ
て
も
、「
ｘ
に
は
…

権
利
が
あ
る
」
と
い
っ
た
法
命
題
の
真
偽
を
発
見
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
裁
判
官
や
法
律
家
は
、
そ
れ
を
発
見
す
る
よ
う

に
努
力
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
憲
法
解
釈
理
論
な
い
し
解
釈
学
説
に
つ
い
て
も
正
解
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、
法
命
題
が
法
的
材
料
（
な
い
し
法
的
実
践
）
と
よ
り
一
層
整
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
法
的
材
料
を
よ
り
一
層
良
く

正
当
化
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
二
つ
の
基
準
に
よ
っ
て
、
法
命
題
の
真
偽
に
つ
い
て
の
判
断
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
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二
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か
し
い
か
な
る
法
命
題
に
つ
い
て
も
、
そ
の
真
偽
を
発
見
す
べ
く
努
力
せ
よ
と
説
く
の
は
よ
い
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
真
偽
の
発
見
の
し

か
た
や
発
見
可
能
性
の
想
定
に
つ
い
て
疑
う
こ
と
は
で
き
る
。
と
く
に
法
命
題
が
「
法
的
材
料
を
よ
り
一
層
良
く
正
当
化
し
て
い
る
か
ど
う

か
」
の
問
い
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
判
断
に
は
何
ら
か
の
価
値
原
理
が
関
連
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
は
い
か
な
る
価
値
原
理
を
用
い

る
べ
き
か
と
い
う
難
し
い
問
題
が
残
さ
れ
る
。
ま
た
わ
が
国
が
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
想
定
す
る
よ
う
な
「
原
理
の
共
同
体
」
で
あ
り
、
し
か

も
「
等
し
い
配
慮
と
尊
重
を
受
け
る
権
利
」
を
重
視
す
る
共
同
体
で
あ
る
か
ど
う
か
も
問
題
で
あ
り
う
る
。
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、

そ
の
原
理
の
解
釈
の
し
か
た
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
り
う
る
。
ま
た
わ
が
国
は
、「
原
理
の
共
同
体
」
で
は
な
く
て
、「
法
令
集
の
共
同
体
」
で
は

な
い
か
、
多
元
的
価
値
が
併
存
し
て
い
る
共
同
体
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
う
る
。

　

も
ち
ろ
ん
憲
法
の
諸
規
定
、
憲
法
慣
行
、
憲
法
判
例
な
ど
と
の
整
合
性
や
、
憲
法
解
釈
学
説
と
し
て
の
統
合
性
と
い
っ
た
基
準
に
よ
っ
て
、

一
定
の
解
釈
学
説
は
不
適
切
な
も
の
と
し
て
排
除
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
諸
基
準
に
よ
っ
て
も
優
劣
の
つ
け
が
た
い
複
数
の

憲
法
解
釈
学
説
が
残
る
で
あ
ろ
う
。
佐
藤
幸
治
の
い
う
よ
う
に
、
憲
法
は
、
何
ら
か
の
道
徳
理
論
を
措
定
し
て
い
る（

22
）。

道
徳
理
論
は
政
治
哲

学
な
ど
と
関
係
し
て
い
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
複
数
の
解
釈
学
説
が
競
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
複
数
の
も
の
の
な
か
で
、
比

較
的
妥
当
な
も
の
が
ど
の
よ
う
に
し
て
見
つ
か
る
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
り
、
複
数
の
解
釈
学
説
の
棲
み
分
け
が
生

じ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
か（

23
）。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
論
の
な
か
で
い
ず
れ
が
妥
当
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
方
法
論
的
に
自
覚
し
な
が
ら
さ
ら
に
検

討
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
憲
法
上
の
法
の
支
配
に
つ
い
て
の
解
釈
学
説
は
道
徳
理
論
や
政
治
哲
学
な
ど
と
も
関
係
す

る
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
れ
は
、
後
述
す
る
政
治
理
念
（
な
い
し
法
理
念
）
と
し
て
の
法
の
支
配
と
も
関
係
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
（
二
三
九
二
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（
1
）　

伊
藤
正
己
「『
法
の
支
配
』
と
日
本
国
憲
法
」、
清
宮
四
郎
・
佐
藤
功
編
『
憲
法
講
座
⑴
』
有
斐
閣
、
一
九
六
三
年
所
収
、
一
三
二
頁
以
下
参
照
。
そ
こ
で
は
、
日

本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
と
し
て
、
⑴
最
高
法
規
の
観
念
、
⑵
人
権
尊
重
と
そ
の
強
度
の
保
障
、
⑶
適
正
手
続
の
実
現
、
⑷
司
法
国
家
構
造
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
伊
藤
正
己
『
法
の
支
配
』
有
斐
閣
、
一
九
五
四
年
で
は
、「『
法
の
支
配
』
は
、
英
米
憲
法
の
、
い
な
英
米
法
全
体
の
基
礎
を
な
す
伝
統
で
あ
る
と
思
う
。
…
日
本

国
憲
法
が
と
り
い
れ
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
伝
統
で
あ
り
、
生
か
し
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
原
理
の
も
つ
精
神
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
で
は
、
そ
の
伝
統
は
、
い
か
な
る
内
容
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
七
〇
頁
）。
そ
し
て
三
つ
の
も
の
と
し
て
、
法
の
尊
重
の
精
神
、
裁
判
所

に
対
す
る
深
い
信
頼
、個
人
の
権
利
の
重
視
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
七
〇―

七
二
頁
）。「
は
し
が
き
」
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
ら
が
記
さ
れ
て
い
る
。「『
法
の
支
配
』

の
原
理

0

0

は
英
米
法
の
根
幹
と
し
て
存
続
し
、
英
米
人
の
信
念
に
ま
で
高
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
日
本
国
憲
法
は
、
そ
の
成
立
の
背
景
お
よ
び
具
体
的
な
諸
規

定
か
ら
み
て
、
英
米
法
的
原
則
を
多
分
に
移
植
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
運
用
に
あ
た
っ
て
、
英
米
法
的
解
釈
を
そ
の
ま
ま
と
る
こ
と
は
厳
に
戒
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
、
そ
の
よ
う
な
原
則
に
つ
い
て
看
過
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
こ
の
原
理
的
な
意
味
で
の
『
法
の
支
配
』
は
、
日

本
国
憲
法
の
根
底
に
脈
打
っ
て
お
り
、
わ
が
憲
法
は
、
こ
の
原
理
が
日
本
国
民
の
信
念
と
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
司
法
権
に
対
し
て
払

わ
れ
る
尊
敬
と
信
頼
、基
本
的
人
権
の
絶
対
的
と
も
い
え
る
ま
で
の
保
障
、憲
法
の
最
高
法
規
性
の
強
調
の
ご
と
き
は
、そ
の
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
」（
二
頁
）。

（
2
）　

芦
部
信
喜
『
憲
法
（
第
三
版
）』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
一
三
頁
。

（
3
）　

芦
部
信
喜
、
前
掲
書
、
一
四
頁
。

（
4
）　

芦
部
信
喜
、
前
掲
書
、
一
〇
二
頁
。

（
5
）　

佐
藤
幸
治
『
憲
法
』
青
林
書
院
、
一
九
八
一
年
、
六
三―

七
頁
で
は
、「
日
本
国
憲
法
の
よ
っ
て
立
つ
基
本
理
念
・
特
質
」
と
し
て
、
国
民
主
権
と
代
表
制
、
自
由

主
義
（
権
力
分
立
、
法
の
支
配

0

0

0

0

の
原
理
）、
国
際
協
調
主
義
・
平
和
主
義
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
『
憲
法
（
第
三
版
）』
青
林
書
院
新
社
、
一
九
九
五
年
、
八
〇

―

八
三
頁
で
も
、
法
の
支
配
原
理
は
自
由
主
義
と
の
関
係
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
は
英
米
法
（
と
く
に
ア
メ
リ
カ
法
）
の
考
え

方
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
、
憲
法
の
最
高
法
規
性
、
人
権
保
障
、
適
正
手
続
、
司
法
部
の
優
位
な
ど
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）　

佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
と
「
法
の
支
配
」』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
、
二
五
頁
。

（
7
）　

佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
と
「
法
の
支
配
」』
前
掲
書
、
二
七
頁
。
佐
藤
の
見
解
を
も
う
少
し
紹
介
し
て
お
け
ば
、
第
一
章
前
半
論
文
「『
法
の
支
配
』
の
意
義
を

再
考
す
る
」
で
は
、
法
の
支
配
は
、
憲
法
一
三
条
の
個
人
の
尊
重
な
い
し
自
律
的
生
の
実
現
の
た
め
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
と
国
民
主
権
、
三
権
（
立
法
・
行
政
・

司
法
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
法
の
支
配
の
原
点
は
、
個
人
が
権
力
に
よ
る
具
体
的
決
定
を
う
け
る
場
合
に
は
そ
の
法
的
根
拠
と
理
由
に

つ
い
て
説
明
を
う
け
、
自
分
の
言
い
分
を
聞
い
て
も
ら
う
機
会
を
も
つ
こ
と
（
告
知
・
聴
聞
を
受
け
る
権
利
）、
個
人
が
自
分
の
権
利
・
自
由
を
他
者
に
よ
っ
て
侵
害

　
（
二
三
九
三
）
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さ
れ
た
場
合
に
、
公
平
な
独
立
し
た
裁
判
所
に
お
い
て
法
の
正
し
い
解
釈
適
用
を
受
け
て
救
済
を
う
け
る
こ
と
、
司
法
を
と
お
し
て
形
成
さ
れ
る
法
へ
の
深
い
信
頼

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
後
半
論
文
「
自
由
の
秩
序
」
で
は
、
日
本
国
憲
法
は
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
「
社
会
的
法
治
国
家
の
原
則
を
採
用
し
た
と
い
っ
て
よ
い
」

と
総
括
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
と
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
の
法
治
国
家
が
実
質
的
法
治
国
家
、
社
会
的
法
治
国
家
へ
と
転
換
し
た
と

い
わ
れ
て
も
、「『
法
治
国
家
』
と
し
て
の
一
貫
し
た
法
秩
序
形
成
観
が
通
底
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
六
二
頁
）。
ま
た
わ
が
国
に
お
け
る

法
曹
人
口
の
少
な
さ
に
も
言
及
し
な
が
ら
、「
こ
う
し
た
『
小
さ
な
司
法
』
が
維
持
さ
れ
て
き
た
根
本
的
原
因
は
、
…
明
治
憲
法
時
代
以
来
の
『
法
治
国
家
』
的
秩
序

形
成
観
の
持
続
性
に
求
め
ら
れ
る
」（
一
〇
九
頁
）、
ま
た
「
法
治
国
家
」
的
発
想
に
基
づ
く
行
政
各
部
中
心
の
行
政
観
が
あ
り
、
そ
の
根
底
に
は
、
国
民
が
行
政
客
体

ひ
い
て
は
統
治
客
体
に
甘
ん
じ
る
姿
勢
が
あ
っ
た
」（
一
一
五
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）　

田
中
成
明
『
法
学
入
門
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
、
二
四
五
頁
以
下
参
照
。

（
9
）　

高
田
敏
「『
形
式
的
法
治
国
・
実
質
的
法
治
国
』
概
念
の
系
譜
と
現
状
」
前
掲
論
文
、
五
九―

六
〇
頁
。
な
お
高
田
敏
「
法
治
主
義
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
法
治
主
義
化
」
Ｏ
Ｉ
Ｕ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
研
究
会
／
二
〇
〇
四
所
収
も
参
照
。

（
10
）　

高
田
敏
「『
形
式
的
法
治
国
・
実
質
的
法
治
国
』
概
念
の
系
譜
と
現
状
」
前
掲
論
文
、
六
三
頁
。
憲
法
学
者
の
土
井
真
一
「
法
の
支
配
と
司
法
権
」、
佐
藤
・
初
宿
・

大
石
編
『
憲
法
五
十
年
の
展
望
』
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
所
収
は
、
佐
藤
幸
治
の
見
解
を
基
本
的
に
は
継
承
し
な
が
ら
、
憲
法
解
釈
論
と
し
て
の
法
の
支
配
論
を
提

示
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
な
お
同
「『
法
の
支
配
』
論
の
射
程―

司
法
制
度
改
革
と
法
の
支
配
」
民
商
法
雑
誌
第
一
三
四
巻
一
号
（
二
〇
〇
六
年
）
所
収
、
同
「
立
憲

主
義
・
法
の
支
配
・
法
治
国
家
」
法
哲
学
年
報
二
〇
〇
五
『
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
法
の
支
配―

理
念
・
現
実
・
展
望
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
所
収
も
参
照
。

（
11
）　

高
橋
和
之
「
司
法
制
度
の
憲
法
的
枠
組―

法
の
支
配
と
司
法
権
」
公
法
研
究
第
六
三
号
、
二
〇
〇
一
年
所
収
、
八
頁
。

（
12
）　

高
橋
和
之
、
前
掲
論
文
、
九
頁
。

（
13
）　

高
橋
和
之
、
前
掲
論
文
、
二
七
頁
。

（
14
）　

高
橋
和
之
、
前
掲
論
文
、
三
二
頁
。

（
15
）　

高
橋
和
之
、
前
掲
論
文
、
二
九
頁
。
高
橋
に
よ
れ
ば
、「
国
民
主
権
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
…
立
法
は
、
憲
法
の
下
に
お
け
る
『
始
源
的
法
定
立
』
と
い
う
性
格
に

注
目
し
た
把
握
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
行
政
は
、
法
律
の
執
行
と
定
義
さ
れ
る
。
さ
ら
に
司
法
は
、
法
執
行
に
際
し
て
の
争
い
の
裁
定
に
焦
点
を
当
て

た
把
握
が
な
さ
れ
る
…
」（
九
頁
）。
こ
の
よ
う
な
高
橋
の
見
解
に
対
し
て
、
佐
藤
幸
治
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
高
橋
理
論
の
特
徴
は
、『
行
政
』
の
内
容
は

法
律
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う
『
法
律
授
権
型
』
的
発
想
…
と
、
広
範
な
『
執
行
』
概
念
…
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
で
は
、『
ま
ず
行
政
権
あ
り
き
』
で
は

な
く
『
ま
ず
法
律
あ
り
き
』
と
い
う
発
想
を
と
る
が
、後
者
の
『
執
行
』
の
概
念
は
、幅
の
あ
る
抽
象
的
概
念
で
あ
る
か
に
み
え
、行
政
型
秩
序
形
成
と
親
和
的
な
『
垂

　
（
二
三
九
四
）
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直
下
降
型
の
秩
序
形
成
』
観
に
な
じ
む
も
の
で
あ
る
」。
佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
と
「
法
の
支
配
」』
前
掲
書
、
七
四
頁
。
な
お
高
橋
の
見
解
に
対
し
て
は
、「
日
本

国
憲
法
下
で
も
、
司
法
権
は
、
法
の
支
配
の
中
心
的
担
い
手
で
あ
っ
て
、『
憲
法
↓
法
律
↓
命
令
↓
行
政
行
為
』
と
い
う
法
執
行
ル
ー
ト
が
ま
ず
あ
っ
て
、
司
法
は
、

た
だ
そ
の
ル
ー
ト
の
い
ず
れ
か
の
段
階
で
生
じ
た
疑
義
や
争
い
を
裁
定
す
る
と
い
う
後
か
ら
と
っ
て
付
け
た
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
は
な
い
」
と
す
る
行
政
法
学
者

の
見
解
が
あ
る
。
周　

作
彩
「
法
の
支
配
と
行
政
訴
訟
制
度
改
革
」
原
田
尚
彦
先
生
古
稀
記
念
『
法
治
国
家
と
行
政
訴
訟
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
、
一
〇
六
頁
参
照
。

（
16
）　

長
谷
部
恭
男
『
憲
法
（
第
三
版
）』
新
世
社
、
二
〇
〇
四
年
、
二
一
頁
。

（
17
）　

長
谷
部
恭
男
、
前
掲
書
、
二
一―

二
頁
。

（
18
）　

長
谷
部
恭
男
、
前
掲
書
、
二
二
頁
。

（
19
）　

長
谷
部
恭
男
、
前
掲
書
、
二
二
頁
。
長
谷
部
は
、
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
を
形
式
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
た
う
え
で
、
そ
れ
を
、
国
家
権
力
の
制
約
の
側
面

か
ら
、
市
民
と
国
家
権
力
の
関
係
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
な
お
高
田
敏
「『
形
式
的
法
治
国
・
実
質
的
法
治
国
』
概
念
の
系
譜
と
現
状
」
前
掲
論
文
、
二
八
頁

に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
、
近
年
、
ボ
ン
基
本
法
の
法
治
国
家
の
形
式
的
側
面
と
実
質
的
側
面
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
も
の
と
し
て
「
形
式
的
法
治
国
家
」
と
「
実
質
的

法
治
国
家
」
を
用
い
る
語
法
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
形
式
的
法
治
国
」
は
、
長
谷
部
の
い
う
法
の
支
配
の
形
式
的
考
え
方
と
関
係
し
て
い
る
。
長
谷
部
に
は
、
Ｊ
・

ラ
ズ
的
な
法
の
支
配
の
形
式
的
考
え
方
を
支
持
し
た
も
の
と
し
てYasuo H

asebe, T
he R

ule of L
aw

 and Its P
redicam

ent, R
atio Juris, vol.17, no.4, 2004

も
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
Ｍ
・
ト
ロ
ペ
ー
ル
に
よ
る
法
の
支
配
批
判
は
ア
メ
リ
カ
の
批
判
法
学
に
近
い
も
の
と
し
て
吟
味
さ
れ
、
ラ
ズ
の
法
の
支
配
論
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）　

長
谷
部
恭
男
「
法
の
支
配
が
意
味
し
な
い
こ
と
」
長
谷
部
『
比
較
不
能
な
価
値
の
迷
路
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
。
こ
れ
は
一
九
九
一
年
初
出
の

論
文
で
あ
る
。

（
21
）　

松
井
茂
記
『
日
本
国
憲
法
（
第
二
版
）』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
で
は
、「
近
代
憲
法
の
基
本
原
理
」
の
項
目
の
下
で
、
ａ
法
の
支
配
、
ｂ
国
民
主
権
、
ｃ
権
力
分

立
制
、
ｄ
司
法
審
査
制
、
ｅ
権
利
の
保
障
、
ｆ
立
憲
主
義
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
二
三―

三
〇
頁
）。
そ
し
て
ａ
法
の
支
配
は
「
公
権
力
が
法
と
い
う
客
観
的
な
規
範

に
基
づ
い
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
原
理
」
と
さ
れ
（
二
三
頁
）、「
法
の
支
配
は
…
近
代
憲
法
の
基
本
構
造
の
中
核
を
な
す
原
理
で
あ
り
、
議
会
を
含
む
す
べ

て
の
政
府
の
権
力
が
法
に
服
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
」（
二
一
二
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
法
の
支
配
は
、
裁
判
規
範
と
し
て
の
憲
法
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
松
井
は
、裁
判
規
範
と
し
て
の
憲
法
の
な
か
に
は
、憲
法
典
、憲
法
判
例
が
含
ま
れ
る
と
し
た
上
で
、憲
法
典
と
の
関
係
で
「
裁
判
規
範
に
な
り
う
る
の
は
、個
々

の
条
文
に
限
ら
れ
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
憲
法
典
の
中
に
み
ら
れ
る
『
構
造
』
や
『
関
係
』
で
も
か
ま
わ
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
権
力
分
立
原
理

と
か
、
議
院
内
閣
制
の
原
理
な
ど
は
、
特
定
の
条
文
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
憲
法
の
定
め
る
統
治
の
構
造
原
理
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

ら
の
原
理
は
、
…
独
自
の
裁
判
規
範
と
な
る
可
能
性
を
認
め
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」（
三
二
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
法
の
支
配
の
原
理
が
裁
判
規
範
で
あ
る
か

　
（
二
三
九
五
）
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ど
う
か
は
、
そ
れ
が
承
認
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
法
と
し
て
同
定
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
22
）　

佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
と
「
法
の
支
配
」』
前
掲
書
、
一
一
九
頁
。「
憲
法
は
人
間
の
生
き
方
、
個
人
と
社
会
・
国
家
と
の
関
係
の
あ
り
方
に
関
す
る
何
ら
か
の

道
徳
理
論
を
措
定
し
て
い
る
。
…
裁
判
所
に
よ
る
憲
法
の
各
条
項
の
解
釈
も
こ
う
し
た
道
徳
理
論
を
背
景
に
し
て
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
」（
一
一
九
頁
）。
な
お
日
本

国
憲
法
上
の
理
念
な
い
し
原
理
に
は
、
国
民
主
権
、
権
力
分
立
制
な
ど
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
法
の
支
配
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
国
民
主
権
、
立
法
権
・

行
政
権
・
司
法
権
の
役
割
や
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
も
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
23
）　

複
数
の
解
釈
学
説
の
競
合
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
Ｒ
・
ア
レ
ク
シ
ー
や
Ｕ
・
ノ
イ
マ
ン
の
法
的
議
論
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
そ
し
て
平

井
宣
雄
の
「
反
論
可
能
性
」
と
い
う
観
点
か
ら
の
「
良
い
法
律
論
」
な
ど
が
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

四　

政
治
理
念
（
な
い
し
法
理
念
）
と
し
て
の
法
の
支
配

　

政
治
理
念
（
な
い
し
法
理
念
）
と
し
て
の
法
の
支
配
は
、
近
代
憲
法
上
の
法
の
支
配
や
日
本
国
憲
法
上
の
法
の
支
配
と
関
連
し
て
は
い
る

が
、
論
理
的
に
は
別
の
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
善
き
統
治
・
政
府
の
在
り
方
、
善
き
法
（
シ
ス
テ
ム
）
の
在
り
方
に
関
連
し
て

一
般
的
に
説
か
れ
う
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
法
思
想
、
法
哲
学
、
法
理
論
、
政
治
哲
学
な
ど
の
領
域
で
主
張
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
善
き
統
治
・
政
府
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
君
主
制
、
貴
族
制
、
民
主
制
、
議
会
制
、
権
力
分
立
な
ど
の
多
様
な
も
の
が
説
か
れ

て
き
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
プ
ラ
ト
ン
の
『
法
律
』
な
ど
に
お
け
る
よ
う
に
、
哲
人
王
制
を
理
想
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
実
現
困
難
で
あ

り
、
次
善
の
策
と
し
て
法
律
の
支
配
を
説
い
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
も
、
政
治
理
念
と
し
て
の
法
の
支
配
の
一
つ
で
あ
る
。
中
国
で
は
、「
人

治
」
に
対
し
て
「
法
治
」
の
考
え
方
が
古
く
か
ら
説
か
れ
て
き
た
。

　

一
般
に
、
政
治
理
念
と
し
て
の
法
の
支
配
論
に
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
一
七
、
一
八
世
紀
の
近
代
啓
蒙
期

の
も
の
な
ど
が
あ
る
。
一
七
、
一
八
世
紀
の
市
民
革
命
期
に
は
、
自
然
法
論
的
な
法
の
支
配
が
説
か
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
近
代
法
が
整
備

　
（
二
三
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六
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志
社
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五
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さ
れ
た
り
、
法
典
化
が
行
な
わ
れ
る
一
九
世
紀
後
半
以
降
に
な
る
と
、
憲
法
上
の
法
の
支
配
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
イ
ギ
リ

ス
の
Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー
の
も
の
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
憲
法
上
の
法
の
支
配
は
政
治
理
念
と
し
て
の
法
の
支
配
と
関
連
し
て

い
る
が
、
厳
密
に
は
、
特
定
の
国
の
憲
法
な
い
し
憲
法
典
な
ど
を
前
提
に
し
て
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
も
、

政
治
理
念
と
し
て
の
法
の
支
配
論
は
消
失
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
法
哲
学
、
法
理
論
、
政
治
哲
学
な
ど
の
領
域
で
い
ろ
い
ろ
な
形

で
説
か
れ
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
世
紀
に
お
け
る
Ｆ
・
Ａ
・
ハ
イ
エ
ク
、
Ｊ
・
シ
ュ
ク
ラ
ー
、
Ｌ
・
Ｌ
・
フ
ラ
ー
、
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・

ハ
ー
ト
、
Ｊ
・
ロ
ー
ル
ズ
、
Ｊ
・
ラ
ズ
、
Ｒ
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
、
Ｊ
・
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
、
Ｊ
・
フ
ィ
ニ
ス
な
ど
の
も
の
が
そ
う
で
あ
る
。

イ　

法
の
支
配
の
二
つ
の
考
え
方

　

一
般
に
、
政
治
理
念
と
し
て
の
法
の
支
配
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
つ
ま
り
形
式
的
考
え
方
と
実
質
的
考
え
方
で
あ
る（

1
）。

前
者
は
、
法
の
形
式
な
ど
に
注
目
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
法
の
形
式
よ
り
も
、
法
の
内
容
に
関
心
を
向
け
る
。
つ
ま
り
法
の
支
配
の

「
法
」
は
内
容
的
に
正
し
い
も
の
、
善
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
政
治
理
念
と
し
て
の
法
の
支
配

論
に
は
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
何
が
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
論
者
に
よ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
Ｂ
・
Ｚ
・
タ
マ
ナ
ハ
の
著
書
『
法
の
支
配
に
つ
い
て―

―

歴
史
、
政
治
、
理
論
』（
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、
法
の
支
配
論
に
は

形
式
的
理
論
と
実
質
的
理
論
が
あ
り
、
前
者
に
は
、
⒜
法
に
よ
る
支
配
（rule by law

）、
⒝
形
式
的
法
律
性
（form

al legality

）、
⒞
形

式
的
法
律
性
プ
ラ
ス
民
主
制
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

2
）。

も
う
少
し
詳
し
く
説
明
す
れ
ば
、
⒜
法
に
よ
る
支
配
は
、
国
家
が
法
を
道
具
な
い
し

手
段
と
し
て
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
⒝
形
式
的
法
律
性
は
、
ハ
イ
エ
ク
、
フ
ラ
ー
、
ラ
ズ
な
ど
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

法
の
公
示
、
明
晰
性
、
恒
常
性
、
非
遡
及
性
、
公
示
さ
れ
た
法
と
公
権
力
の
行
動
と
の
間
の
一
致
な
ど
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
⒞
形
式

的
法
律
性
プ
ラ
ス
民
主
制
は
、
形
式
的
法
律
性
に
加
え
て
、
国
民
の
意
志
な
い
し
議
会
の
決
定
な
ど
に
よ
っ
て
法
の
内
容
が
決
め
ら
れ
る
べ

　
（
二
三
九
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き
だ
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ル
ソ
ー
、
カ
ン
ト
な
ど
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
議
会
な
ど
の
決
定
次
第
で
、
悪
法
も
あ
り
う

る
と
い
う
理
由
で
、
形
式
的
理
論
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
法
の
支
配
の
実
質
的
理
論
に
は
、
⒟
個
人
の
諸
権
利
、
⒠
尊
厳
の
権
利
お
よ
び
（
な
い
し
）
正
義
、
⒡
社
会
福
祉
が
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
お
け
ば
、
⒟
個
人
の
諸
権
利
は
、
財
産
、
契
約
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
の
個
人
の
自
由
・
自
律
を
強

調
す
る
も
の
で
あ
る
。
⒠
尊
厳
の
権
利
お
よ
び
（
な
い
し
）
正
義
は
、
西
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
基
本
法
（
な
い
し
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
）

の
よ
う
に
、
人
間
の
尊
厳
な
ど
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
⒡
社
会
福
祉
は
、
実
質
的
平
等
、
福
祉
な
ど
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

タ
マ
ナ
ハ
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
英
米
諸
国
で
は
、
法
の
支
配
の
形
式
的
理
論
の
一
つ
で
あ
る
⒜
法
に
よ
る
支
配
を
、
法
の
支
配
と
し
て
理

解
し
て
い
る
も
の
は
い
な
い
。
そ
し
て
法
理
論
家
た
ち
の
間
で
は
、
法
の
支
配
を
⒝
形
式
的
法
律
性
に
限
定
し
て
捉
え
る
見
解
が
多
い
。
し

か
し
一
般
的
に
は
、
法
の
支
配
と
し
て
、
形
式
的
法
律
性
、
民
主
制
、
個
人
の
諸
権
利
を
含
む
も
の
が
理
解
さ
れ
て
い
る（

3
）。

以
上
の
よ
う
な

タ
マ
ナ
ハ
の
見
解
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
政
治
理
念
と
し
て
の
法
の
支
配
に
つ
い
て
、
筆
者
自
身
の
し
か
た
で
整
理
し
て
み
よ
う
。

ロ　

法
の
支
配
の
形
式
的
考
え
方
と
実
質
的
考
え
方

　

ま
ず
法
に
よ
る
支
配
は
、
政
治
目
標
達
成
の
た
め
の
手
段
な
い
し
道
具
と
し
て
法
を
用
い
る
し
か
た
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
法
の
支
配
」
と

し
て
理
解
す
る
し
か
た
に
は
問
題
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
法
に
よ
る
支
配
の
下
で
は
、
い
か
な
る
法
を
も
制
定
で
き
る
し
、
そ
の
法
を
ど

の
よ
う
な
し
か
た
で
利
用
し
て
も
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
法
が
公
示
さ
れ
ず
秘
密
に
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
う
る
。
法
が
曖
昧
な

も
の
で
あ
っ
た
り
、
遡
及
的
な
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
人
々
は
そ
の
法
に
従
お
う
と
し
て
も
、
法

に
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
警
察
、
検
察
な
ど
の
官
憲
が
公
示
さ
れ
た
法
を
し
ば
し
ば
無
視
し
て
行
動
す
る
と
き
も
、
同
じ
で
あ
る
。

　

多
く
の
人
々
が
法
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
法
が
一
定
の
形
式
的
条
件
を
充
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
条
件
と
は
、
法

　
（
二
三
九
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）
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の
公
示
、
明
晰
性
、
恒
常
性
、
非
遡
及
性
、
遵
守
可
能
性
、
そ
し
て
公
示
さ
れ
た
法
を
公
権
力
が
遵
守
し
適
正
に
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
法
の
創
設
の
し
か
た
、
法
の
実
現
の
し
か
た
に
つ
い
て
の
形
式
的
な
要
請
で
は
あ
る
が
、
政
治
権
力
に
対
し

て
は
一
定
の
制
約
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
「
法
の
支
配
」
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
に
論
及
し
て
い
る
法
学
者
、
法
哲
学
者
は
少
な
く

な
い
。
彼
ら
の
主
張
し
て
い
る
も
の
を
こ
こ
で
は
一
緒
に
ま
と
め
て
（
タ
マ
ナ
ハ
の
用
語
法
に
し
た
が
っ
て
）「
形
式
的
法
律
性

0

0

0

0

0

0

（form
al 

legality

）」
と
呼
ん
で
お
こ
う
と
思
う
。
こ
れ
に
つ
い
は
、
次
章
で
も
う
少
し
詳
し
く
紹
介
し
、
考
察
し
た
い
。

　

次
に
、
法
の
支
配
の
実
質
的
考
え
方
は
、
法
の
支
配
が
、
形
式
的
法
律
性
を
充
た
す
だ
け
で
な
く
、
法
の
支
配
の
「
法
」
が
正
し
い
も
の

（
な
い
し
善
き
も
の
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
正
し
い
法
と
は
何
か
、
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
法
の
支
配
論
が
競
合
し
て
く
る
。

　

ま
ず
民
主
主
義
的
な
法
の
支
配
論
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
民
主
主
義
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
法
で
あ
れ
ば
内
容
的
に
正

し
い
法
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
民
主
主
義
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
っ
て
も
、
そ
の
在
り
方
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。
タ
マ
ナ
ハ

は
、
民
主
主
義
の
プ
ロ
セ
ス
だ
け
で
は
悪
法
が
生
み
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
法
の
支
配
の
形
式
的
理
論
に
分
類
し
て
い

る
。
し
か
し
民
主
制
は
、
思
想
の
自
由
、
言
論
の
自
由
、
政
治
的
自
由
な
ど
の
枠
組
み
を
前
提
条
件
と
し
て
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の

分
類
の
し
か
た
に
は
疑
問
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
基
本
的
人
権
重
視
の
法
の
支
配
論
が
あ
り
う
る
。
し
か
し
基
本
的
人
権
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に

関
連
し
て
、
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
的
な
法
の
支
配
論
、
平
等
主
義
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
法
の
支
配
論
、
な
い
し
福
祉
国
家
的
な
法
の
支
配
論

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
基
本
的
人
権
よ
り
も
、
共
同
体
の
利
益
と
か
、
共
通
善
を
重
視
す
る
法
の
支
配
論
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に

関
連
し
て
、
自
然
法
的
な
法
の
支
配
論
、
自
然
権
（
道
徳
的
権
利
）
的
な
法
の
支
配
論
も
あ
り
う
る（

4
）。

　

さ
ら
に
法
の
支
配
の
「
法
」
を
「
正
当
化
さ
れ
う
る
法
」、「
正
統
性
を
も
つ
法
」
に
置
き
か
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
自
然
状

　
（
二
三
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態
下
に
い
る
す
べ
て
の
人
の
社
会
契
約
と
か
、
カ
ン
ト
の
普
遍
的
立
法
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
の
理
論
な
ど
と

の
関
連
で
、
い
ろ
い
ろ
な
「
正
統
性
を
も
つ
法
」
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
法
」
形
成
の
中
心
的
主
体
は
国
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
に
あ
る

と
す
る
の
か
、
個
々
の
具
体
的
紛
争
を
解
決
す
る
裁
判
所
に
あ
る
と
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。「
法
」
形
成
の
し
か
た
に
つ
い
て
も
、

議
会
等
で
の
対
話
・
熟
議
・
合
意
を
重
視
す
る
見
解
や
、
ハ
イ
エ
ク
の
よ
う
に
、「
法
」
は
自
生
的
秩
序
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
見
解
も
あ
る
。

　

し
か
し
法
の
支
配
の
実
質
的
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。
一
つ
は
、「
正
し
い
法
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
、
簡
単

に
は
論
争
の
決
着
が
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、「
正
し
い
法
」
の
支
配
と
い
う
だ
け
で
は
曖
昧
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
法
の
支
配
の
意
義
の
一
つ
が
、
政
治
権
力
な
ど
に
対
す
る
制
約
や
そ
の
活
動
の
予
測
可
能
性
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
法
は
曖
昧

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
正
し
い
法
」
の
問
題
を
法
の
支
配
の
概
念
か
ら
一
応
切
り
離
し
、
そ
の
問
題
は
正
義
論
、
法
政
策

論
、
政
治
哲
学
な
ど
の
領
域
の
も
の
と
し
て
検
討
し
た
ほ
う
が
生
産
的
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
う
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
政
治
理
念
（
な
い
し
法
理
念
）
と
し
て
の
法
の
支
配
に
つ
い
て
は
、
形
式
的
考
え
方
と
実
質
的
考
え
方
が
あ
る
。
し
か

し
前
者
に
入
れ
ら
れ
る
「
法
に
よ
る
支
配
」
は
、「
法
の
支
配
」
と
呼
ぶ
の
に
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
政
治
権
力

に
対
す
る
制
約
が
き
わ
め
て
薄
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
形
式
的
法
律
性
は
、
法
の
創
設
の
し
か
た
や
、
法
の
実
現
な
い
し
運
用

の
し
か
た
に
関
し
て
一
定
の
制
約
を
含
ん
で
い
る
。
実
際
に
、
欧
米
諸
国
の
近
代
憲
法
や
日
本
国
憲
法
に
は
、
形
式
的
法
律
性
の
制
約
が
具

体
化
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
秘
密
法
の
禁
止
、
罪
刑
法
定
主
義
、
遡
及
処
罰
禁
止
の
原
則
、
司
法
部
の
独
立
な
ど
の
よ
う
に
で
あ
る
。

　

な
お
法
の
支
配
の
実
質
的
考
え
方
は
、
い
ず
れ
の
正
義
論
な
い
し
正
義
構
想
を
選
ぶ
か
と
い
う
問
題
と
関
係
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
タ

マ
ナ
ハ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
英
米
諸
国
の
法
理
論
家
た
ち
の
間
で
は
、
法
の
支
配
を
形
式
的
法
律
性
に
限
定
し
て
考
え
て
い
る
も
の

が
多
い
。
次
に
、
こ
の
形
式
的
法
律
性

0

0

0

0

0

0

に
照
準
を
合
わ
せ
、
も
う
少
し
詳
し
く
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
（
二
四
〇
〇
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1
）　

法
の
支
配
の
形
式
的
考
え
方
（
な
い
し
理
論
）
と
実
質
的
考
え
方
（
な
い
し
理
論
）
と
の
区
分
は
、
比
較
的
早
い
時
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
五
九

年
一
月
、
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
法
律
家
国
際
委
員
会
（International C
om

m
ission of Jurists

）」
で
は
「
法
の
支
配
」
が
テ
ー
マ
と
し
て
議

論
さ
れ
、
す
で
に
こ
の
区
分
が
で
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
区
分
に
言
及
し
て
い
る
論
文
と
し
て
、P.C

raig, F
orm

al and Substantive C
onceptions of 

the R
ule of L

aw
; A

n A
nalytical F

ram
ew

ork, P
ublic L

aw
, A

utum
n 1997

が
あ
る
。
ク
レ
イ
グ
は
、
法
の
支
配
の
形
式
的
考
え
方
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
、
Ａ
・

Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー
、
Ｊ
・
ラ
ズ
、
Ｒ
・
ア
ン
ガ
ー
を
挙
げ
、
実
質
的
考
え
方
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
Ｒ
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
卿
、
Ｔ
・
Ｒ
・
Ｓ
・
ア

ラ
ン
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
主
に
イ
ギ
リ
ス
の
議
論
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
な
おP.C

raig, C
onstitutional F

oundation, the R
ule of L

aw
, and Suprem

acy, 

P
ublic L

aw
, Spring 2003

も
参
照
。

（
2
）　

B
.Z

.T
am

anaha, op.cit., p.91.

（
3
）　

Ｂ
・
Ｚ
・
タ
マ
ナ
ハ
に
よ
れ
ば
、「
法
の
支
配
と
い
う
こ
と
ば
が
発
せ
ら
れ
る
と
き
、
典
型
的
に
は
、
形
式
的
法
律
性
と
と
も
に
、
民
主
制
お
よ
び
個
人
の
諸
権
利

を
含
む
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。」B

.Z
.T

am
anaha, op.cit., p.110.

但
し
、個
人
の
諸
権
利
に
は
、社
会
福
祉
へ
の
権
利
は
含
ま
れ
て
は
い
な
い
。p.113.

「
法

理
論
家
た
ち
の
間
で
は
、
形
式
的
法
律
性
が
法
の
支
配
に
つ
い
て
の
最
も
影
響
力
の
あ
る
理
解
の
し
か
た
で
あ
る
が
、
形
式
的
法
律
性
、
個
人
の
諸
権
利
、
民
主
制

を
含
む
こ
の
厚
い
実
質
的
な
法
の
支
配
は
、
西
欧
社
会
に
お
け
る
法
の
支
配
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
に
お
そ
ら
く
近
い
も
の
で
あ
る
（
共
通
理
解
が
あ
る
と
想
定
し

た
場
合
）」。p.111.

ま
た
彼
に
よ
れ
ば
、
立
憲
民
主
主
義
の
伝
統
の
あ
る
欧
米
諸
国
で
は
、
形
式
的
法
律
性
、
民
主
制
、
個
人
の
諸
権
利
を
含
む
法
の
支
配
が
妥
当
で

あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
世
界
の
す
べ
て
の
国
で
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い
。
中
国
で
は
民
主
制
な
し
に
、
イ
ラ
ン
で
は
人
権
な
し
に
、
形
式
的
法

律
性
を
実
現
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
中
国
で
は
司
法
部
の
独
立
な
ど
が
保
障
さ
れ
て
は
い
な
い
か
ら
、
形
式
的
法
律
性
さ
え
も
十
分
に
実
現
さ
れ
て
は
い
な

い
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
は
法
に
よ
る
支
配
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
な
おB

.Z
.T

am
anaha, T

he R
ule of L

aw
 for E

veryone?, C
urrent L

egal 

P
roblem

s, vol.55, 2002

も
参
照
。

（
4
）　

自
然
権
（
道
徳
的
権
利
）
的
な
法
の
支
配
論
に
つ
い
て
い
え
ば
、
例
え
ば
、
Ｒ
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、「
法
令
集
的
な
法
の
支
配
」
に
対
し
て
「
権
利
論
的
な
法
の

支
配
」、
つ
ま
り
「
道
徳
的
権
利
論
的
な
法
の
支
配
」
を
主
張
し
て
い
る
。R

.D
w

orkin, P
olitical Judges and the R

ule of L
aw

, in R
.D

w
orkin, A

 M
atter of 

P
rinciple, H

arvard U
niversity P

ress, 1985. 

法
の
支
配
の
実
質
的
考
え
方
に
は
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン
と
し
て
自
然
権
を
主
張
し
て
い
る
Ｒ
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
も
の
も

あ
る
。

　
（
二
四
〇
一
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五　

法
の
支
配
の
形
式
的
考
え
方
と
し
て
の
形
式
的
法
律
性

　

形
式
的
法
律
性
は
、
道
具
主
義
的
な
法
の
捉
え
か
た
と
両
立
す
る
と
し
て
も
、
政
治
権
力
に
対
す
る
一
定
の
制
約
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ

は
、
法
の
創
設
の
し
か
た
、
法
の
実
現
の
し
か
た
に
対
す
る
要
請
で
あ
る
。
し
か
し
形
式
的
法
律
性
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
論
者
に
よ
っ
て

若
干
の
違
い
が
あ
る
。
形
式
的
法
律
性
に
相
当
す
る
も
の
は
、
一
七
世
紀
の
ロ
ッ
ク
、
一
八
世
紀
の
ベ
ン
サ
ム
な
ど
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て

き
た
。
そ
し
て
二
〇
世
紀
に
お
い
て
は
、
Ｆ
・
Ａ
・
ハ
イ
エ
ク
、
Ｌ
・
Ｌ
・
フ
ラ
ー
、
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
、
Ｊ
・
ロ
ー
ル
ズ
、
Ｊ
・
ラ

ズ
、
Ｊ
・
フ
ィ
ニ
ス
、
Ｎ
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
、
Ｊ
・
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
重
要
性
な
い
し
意
義
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て

い
る（

1
）。

し
か
し
こ
こ
で
は
、
代
表
的
な
見
解
と
し
て
、
Ｌ
・ 

Ｌ
・
フ
ラ
ー
、
Ｊ
・
ラ
ズ
、
Ｒ
・
Ｓ
・
サ
マ
ー
ズ
の
も
の
を
取
り
上
げ
て
み

よ
う
。

イ　

Ｌ
・
Ｌ
・
フ
ラ
ー

　

フ
ラ
ー
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
法
理
学
、
契
約
法
を
教
え
た
学
者
で
あ
る
。

　

彼
の
『
法
と
道
徳（

2
）』（

一
九
六
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
法
と
は
ル
ー
ル
の
下
に
人
々
の
行
為
を
従
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
企
て
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
企
て
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
法
の
一
般
性
、
公
布
、
非
遡
及
性
、
明
晰
性
、
無
矛
盾
性
、
遵
守
可
能
性
、
恒
常
性
、
公
権
力
の
行

動
と
宣
言
さ
れ
た
ル
ー
ル
と
の
合
致
が
必
要
で
あ
る
。
フ
ラ
ー
は
、
こ
れ
ら
八
つ
の
要
請
を
「
法
律
性
（legality

）
の
原
理
」
と
呼
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
の
あ
る
も
の
は
完
全
に
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
他
の
も
の
の
実
現
は
程
度
の
問
題

0

0

0

0

0

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
八
つ
の
原
理
の
な
か
で
、
公
権
力
の
行
動
と
宣
言
さ
れ
た
ル
ー
ル
と
の
合
致
は
、
も
っ
と
も
複
雑
な
要
請
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
多
種
多
様
な
場
合
に
破
壊
さ
れ
た
り
、
損
な
わ
れ
る（

3
）。

彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
宣
言
さ
れ
た
ル
ー
ル
と
そ
れ
ら
の
現
実
の
執
行

　
（
二
四
〇
二
）
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と
の
間
に
一
致
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
法
を
知
る
手
段
が
な
い
場
合
、
法
の
誤
っ
た
解
釈
、
賄
賂
の
授
受
、
偏
見
、

権
勢
欲
な
ど
が
あ
る
場
合
に
生
じ
る
。
公
権
力
の
行
動
と
宣
言
さ
れ
た
ル
ー
ル
と
の
合
致
を
維
持
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
手
続
的
方
策
と

し
て
、
法
廷
で
弁
護
人
を
つ
け
て
も
ら
う
権
利
や
、
相
手
方
の
証
人
に
反
対
尋
問
す
る
権
利
な
ど
の
「
手
続
的
な
適
正
手
続（

4
）」、

人
身
保
護

令
状
、
上
訴
の
権
利
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
不
一
致
を
阻
止
す
る
仕
事
は
、
司
法
部
な
い
し
裁
判
所
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
。
裁
判
所
だ
け
で
不
充
分
な
場
合
に
は
、オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
な
ど
の
監
督
機
関
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
法
律
性
の
原
理
」
は
、

立
法
部
、
行
政
部
だ
け
で
な
く
、
司
法
部
自
身
に
も
適
用
さ
れ
る（

5
）。

ま
た
裁
判
官
も
他
の
公
務
員
も
、
思
い
つ
き
で
は
な
く
、
一
定
の
ふ
さ

わ
し
い
解
釈
原
理
に
従
っ
て
制
定
法
を
解
釈
し
適
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
フ
ラ
ー
の
『
法
と
道
徳
』
で
は
、「
法
の
支
配
」
と
い
う
こ
と
ば
は
ほ
と
ん
ど
で
て
こ
な
い
。
し
か
し
「
付
論　

悪
意
の
密
告
者
問
題
」

に
お
い
て
は
、「
法
律
性
の
原
理
」
が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
い
る
状
況
（
第
二
次
大
戦
中
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
を
想
定
し
た
状
況
）
が
「
法

の
支
配
の
空
白
状
態
」
で
あ
る
と
表
現
さ
れ
て
い
る（

6
）。

　

な
お
フ
ラ
ー
は
、「
法
律
性
の
原
理
」
を
、
立
法
者
と
法
に
従
う
人
々
と
の
間
の
「
相
互
性
（reciprocity

）」
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
立

法
者
の
（
道
徳
的
）
責
務
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
法
律
性
の
原
理
」
を
「
法
の
内
面
道
徳
」「
法
を
可
能
に
す
る
道
徳
」「
手
続
的
自

然
法
」
と
も
呼
び
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
法
と
道
徳
融
合
論
」
を
主
張
し
て
い
る
。

ロ　

Ｊ
・
ラ
ズ

　

ラ
ズ
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
法
哲
学
を
教
え
て
い
た
教
授
で
あ
る
。

　

彼
の
一
九
七
九
年
の
論
文
「
法
の
支
配
と
そ
の
美
徳（

7
）」

に
よ
れ
ば
、
法
の
支
配
に
は
、
広
義
の
も
の
、
つ
ま
り
「
人
々
は
法
に
従
い
、
法

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
べ
し
」
と
、
狭
義
の
も
の
、
つ
ま
り
「
政
府
は
法
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
法
に
服
す
べ
し
」（
政
治
理
論
や
法
理
論

　
（
二
四
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で
使
用
さ
れ
る
も
の
）
が
あ
る
。
そ
し
て
前
者
と
の
関
連
で
、
法
は
人
々
が
遵
守
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
も
し
も
法
が
人
々
に
よ
っ
て
遵
守
さ
れ
る
べ
き
な
ら
ば
、
法
は
人
々
の
行
為
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
の
支
配
の
基
本
的
観
念

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
提
示
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
、
法
の
支
配
に
関
連
す
る
諸
原
理
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
な
か
で
比
較
的
重
要
な
も
の
と
し
て
、
ま
た
法
が
規
範
的
機
能
を
果
た
し
う
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
、
次
の
八
つ
の
原
理
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
⑴
す
べ
て
の
法
は
公
示
さ
れ
、
明
晰
で
非
遡
及
的
で
あ
る
べ
し
、
⑵
法
は
相
対
的
に
安
定
的
で
あ
る
べ
し
、
⑶
（
行
政
機
関
の
発

す
る
）
個
別
の
法
的
指
令
は
、
公
示
さ
れ
た
明
晰
か
つ
安
定
し
た
一
般
的
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
べ
し
、
⑷
司
法
部
の
独
立
が
保
障
さ

れ
る
べ
し
（
裁
判
官
の
身
分
保
障
な
ど
を
含
む
）、
⑸
自
然
的
正
義
の
諸
原
理
が
遵
守
さ
れ
る
べ
し
（
公
開
の
場
で
の
公
正
な
審
理
な
ど
を

含
む
）、
⑹
裁
判
所
は
（
法
の
支
配
と
の
適
合
性
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
法
の
支
配
の
）
他
の
諸
原
理
の
履
行
に
つ
い
て
の
審
査
権
を
も

つ
べ
し
（
こ
れ
は
議
会
の
立
法
、
下
位
立
法
、
そ
し
て
行
政
行
為
の
審
査
を
含
む
）、
⑺
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
容
易
で
あ
る
べ
し
、
⑻

犯
罪
防
止
機
関
は
法
を
曲
げ
る
た
め
に
裁
量
を
用
い
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
で
あ
る（

8
）。

　

以
上
の
八
つ
の
原
理
に
は
、
フ
ラ
ー
の
挙
げ
て
い
る
法
の
一
般
性
、
無
矛
盾
性
、
遵
守
可
能
性
は
含
ま
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
フ
ラ
ー
の

い
う
「
公
権
力
の
行
動
と
宣
言
さ
れ
た
ル
ー
ル
と
の
合
致
」
は
⑶
か
ら
⑻
ま
で
の
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
く
に
⑹
の

よ
う
に
、
司
法
機
関
の
在
り
方
に
つ
い
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

ラ
ズ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
原
理
の
遵
守
は
、
程
度
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
原
理
は
、
法
の
美
徳
で
あ
る
（
あ
る
い
は
そ
れ
ら

へ
の
適
合
は
法
体
系
が
も
つ
べ
き
美
徳
の
一
つ
で
あ
る
）。
ま
た
法
の
支
配
は
、
い
ろ
い
ろ
な
目
的
を
も
つ
法
体
系
と
両
立
し
、
そ
の
目
的

の
促
進
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
人
種
差
別
を
進
め
た
り
す
る
邪
悪
な
法
体
系
と
も
両
立
す
る
と
い
う
限
界
を
も
っ

て
い
る
。
し
か
し
法
の
支
配
は
、
恣
意
的
権
力
の
抑
制
と
、
個
人
の
一
定
の
自
由
の
保
障
と
い
う
二
つ
の
価
値
に
仕
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
二
四
〇
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彼
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
法
の
支
配
が
仕
え
る
価
値
の
一
つ
は
、
恣
意
的
権
力
の
抑
制
で
あ
る
。
恣
意
的
権
力
の
い
ろ
い
ろ
な
形
態
は
、
法
の

支
配
と
両
立
す
る
が
、
そ
れ
で
も
通
常
の
多
く
の
恣
意
的
権
力
は
法
の
支
配
と
衝
突
す
る
。
つ
ま
り
政
府
が
法
の
支
配
に
服
し
て
い
る
場
合

に
は
、
政
府
は
、
法
を
突
発
的
に
、
遡
及
的
に
、
ま
た
秘
密
裏
に
変
更
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
裁
判
所
は
、
法
と
法
が
定
め
る
手

続
に
従
う
よ
う
に
要
請
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
政
府
諸
機
関
は
、
私
的
利
益
、
依
怙
贔
屓
、
復
讐
な
ど
に
よ
っ
て
、
個
々
の
法
的
指
令
を
発

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
制
約
を
課
さ
れ
て
い
る
。

　

法
の
支
配
が
仕
え
る
も
う
一
つ
の
価
値
は
、
個
人
の
一
定
の
自
由
の
保
障
で
あ
る
。
人
間
は
自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
選
択
し
た
り
、
自

分
の
人
生
目
標
を
た
て
て
生
活
の
設
計
を
す
る
能
力
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
能
力
の
形
成
と
発
揮
の
た
め
に
は
、
安
定
し
た
法
の
枠
組
み

が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
法
を
し
て
そ
の
よ
う
な
個
人
の
能
力
の
発
揮
の
た
め
の
安
定
し
た
枠
組
み
に
す
る
よ
う
に
仕
向
け
て
い
る
の
が
、

法
の
支
配
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
を
将
来
設
計
の
で
き
る
自
律
性
を
も
っ
た
人
格
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
人
間
の
尊
厳
へ
の

0

0

0

0

0

0

0

尊
重
に
対
す
る
寄
与
と
い
う
価
値
を
有
し
て
い
る
。
つ
ま
り
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に
は
、
法
が
不
確
定
的
で
あ
っ
た
り
、
人
々
の
予
期
を
挫

い
た
り
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

ラ
ズ
の
法
の
支
配
論
に
対
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
批
判
が
出
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
法
の
支
配
が
美
徳
で
あ
る
の
か
、
価
値
で
あ
る
の

か
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
も
う
一
つ
は
、
法
が
規
範
の
体
系
で
あ
り
、
し
か
も
法
が
規
範
的
機
能
を
発
揮
で
き

る
た
め
に
は
法
の
支
配
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
が
最
低
限
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
法
と
道
徳
の
間
に
は
論
理
的
関
係
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ラ
ズ
の
立
場
で
あ
る
法
実
証
主
義
的
な
「
法
と
道
徳
分
離
論
」
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
批
判
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
ラ
ズ
に
は
、
一
九
九
四
年
の
論
文
「
法
の
支
配
の
政
治（

9
）」

も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
彼
の
い
う
法
の
支
配
（
法
の
公
示
、
明
晰
性
、

非
遡
及
性
、
司
法
部
な
い
し
裁
判
所
の
独
立
、
裁
判
官
の
身
分
保
障
、
適
正
手
続
、
公
権
力
の
チ
ェ
ッ
ク
を
強
調
し
た
も
の
）
が
、
欧
米
諸

　
（
二
四
〇
五
）
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国
な
ど
の
近
代
法
に
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
法
の
支
配
の
道
徳
的
正
当
化
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
法
の
支
配
へ
の
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
法
の
支
配
を
念
頭
に
入
れ
た

「
伝
統
志
向
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」（
強
力
な
独
立
し
た
裁
判
所
が
法
の
形
成
・
発
展
に
責
任
を
も
つ
と
す
る
伝
統
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
）、
近
代
的

な
「
形
式
的
正
義
の
要
請
と
し
て
の
法
の
支
配
」（
法
の
支
配
を
「
等
し
き
も
の
を
等
し
く
扱
う
」
と
い
う
形
式
的
正
義
の
要
請
と
し
て
み

な
す
し
か
た
）、
そ
し
て
「
原
理
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
、
法
の
忠
実
な
適
用
」
が
挙
げ
ら
れ
、
最
後
の
も
の
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、「
公
け
に
宣
言
さ
れ
、
し
か
も
原
理
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
将
来
効
的
な
立
法
（
制
定
法―

筆
者
）
に
基
づ

い
て
」、
独
立
し
た
司
法
部
に
よ
り
、
理
由
の
付
さ
れ
た
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
、
し
か
も
公
開
さ
れ
た
公
的
司
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
る（

10
）。

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
原
理
に
も
と
づ
く
、
忠
実
な
法
適
用
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
裁
判
の
公
開
や
、

独
立
し
た
司
法
部
に
よ
る
理
由
の
付
さ
れ
た
決
定
、
そ
し
て
原
理
に
も
と
づ
く
、
公
布
さ
れ
非
遡
及
的
な
制
定
法
に
し
た
が
っ
て
決
定
が
な

さ
れ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る（

11
）。

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
制
定
法
の
役
割
が
一
層
重
視
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
司
法
的
裁
定
は
、
た
ん
に

制
定
法
の
断
片
断
片
を
機
械
的
に
解
釈
・
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
民
主
主
義
、
人
権
保
障
な
ど
を
考
慮
し
、
し
か
も
理
論
的
な
整
合
性
に

配
慮
し
て
、
制
定
法
の
断
片
を
統
合
す
る
よ
う
に
、
原
理
、
理
論
を
考
慮
し
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

司
法
的
立
法
や
司
法
的
裁
量
は
、
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
法
の
支
配
の
た
め
に
は
、
法
を
尊
重
す
る
文
化
が
必
要
で
あ
る
と
も
記
さ
れ

て
い
る
。

ハ　

Ｒ
・
Ｓ
・
サ
マ
ー
ズ

　

サ
マ
ー
ズ
は
、ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
法
理
学
を
教
え
て
い
る
教
授
で
あ
る
。
彼
に
は
、一
九
九
九
年
の
論
文
「
法

の
支
配
の
諸
原
理（

12
）」

が
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
法
の
支
配
の
原
理
と
し
て
一
八
の
原
理
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
（
一
次
的
レ
ベ

　
（
二
四
〇
六
）
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ル
の
）
法
的
ル
ー
ル
と
法
的
原
理
の
創
設
の
し
か
た
、
実
現
の
し
か
た
に
つ
い
て
の
二
次
的
レ
ベ
ル
の
原
理
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

⑴
法
の
妥
当
性
を
確
定
す
る
基
準
が
明
確
で
あ
り
、
そ
れ
が
容
易
に
適
用
可
能
で
あ
る
こ
と
、
⑵
す
べ
て
の
法
が
そ
の
妥
当
性
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
、
⑶
法
の
一
般
性
（
法
が
市
民
に
も
公
務
員
に
も
適
用
さ
れ
う
る
一
般
的
な
ル
ー
ル
で
あ
る
こ
と
）、
⑷
法
の
公
布
、
⑸

明
晰
性
、
⑹
非
遡
及
性
、
⑺
遵
守
可
能
性
、
⑻
恒
常
性
、
⑼
法
の
改
変
が
公
機
関
に
よ
っ
て
手
続
法
に
し
た
が
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

⑽
法
の
解
釈
・
適
用
が
適
切
な
し
か
た
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
⑾
法
違
反
に
対
す
る
制
裁
な
ど
が
予
め
知
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
⑿
紛
争

が
生
じ
た
場
合
に
そ
な
え
て
独
立
し
た
不
偏
不
党
の
裁
判
所
な
ど
が
あ
る
こ
と
、
⒀
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
あ
り
、
法
曹
が
適
切

な
法
的
サ
ー
ビ
ス
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
⒁
裁
判
所
へ
の
提
訴
が
で
き
る
こ
と
、
⒂
自
然
的
正
義
と
適
正
手
続
が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

⒃
上
訴
の
機
会
が
あ
る
こ
と
、
⒄
犯
罪
な
ど
の
場
合
、
貧
困
者
に
対
す
る
国
選
弁
護
人
の
制
度
が
あ
る
こ
と
、
⒅
裁
判
所
は
必
要
な
場
合
に

は
司
法
的
立
法
が
で
き
る
こ
と
な
ど
で
あ
る（

13
）。

　

以
上
の
も
の
の
な
か
で
、
⑴
⑵
は
ラ
ズ
の
説
明
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
法
の
支
配
論
に
お
い
て
当
然
、
前
提
に
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
⑶
法
の
一
般
性
は
、
法
が
公
機
関
の
公
務
員
に
も
適
用
さ
れ
る
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
⑼
⑽
⒃
⒄
⒅
も
、
ラ
ズ
の

法
の
支
配
に
お
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
サ
マ
ー
ズ
で
は
、
公
機
関
と
市
民
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
市
民
と

市
民
と
の
間
の
紛
争
も
視
野
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
裁
判
所
の
役
割
が
一
層
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　

サ
マ
ー
ズ
に
は
、
一
九
九
三
年
の
論
文
「
法
の
支
配
の
形
式
的
理
論（

14
）」

も
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
法
の
支
配
の
実
質
的
理
論
よ
り
も
、
形
式

的
理
論
の
ほ
う
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
れ
が
奉
仕
す
る
諸
価
値
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
政
府
に
対
す
る

正
統
性
の
付
与
、
社
会
的
安
定
性
、
政
府
の
諸
活
動
や
私
人
の
法
形
成
の
法
的
結
果
の
確
定
性
と
予
測
可
能
性
、
私
的
な
自
律
性
、
自
由
な

選
択
と
計
画
の
容
易
化
、
公
権
力
の
行
動
の
恣
意
性
の
排
除
、
公
平
な
独
立
し
た
裁
判
所
に
よ
る
、
違
反
に
対
す
る
制
裁
と
救
済
、
法
的
扱

　
（
二
四
〇
七
）
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い
の
平
等
な
ど
で
あ
る（

15
）。

　

ま
た
法
の
支
配
の
形
式
的
理
論
の
利
点
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
法
の
支
配
の
実
質
的
理
論
は
、
法
の
内

容
に
関
心
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
民
主
主
義
、
福
祉
国
家
、
市
場
経
済
、
基
本
的
人
権
の
保
障
な
ど
を
強
調
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
政

治
的
・
法
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
係
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
法
内
容
に
関
し
て
は
論
争
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
れ
ら
を
法
の
支
配
に

組
み
入
れ
る
と
、
法
の
支
配
の
概
念
が
拡
散
的
に
な
り
、
漠
然
と
し
て
く
る
。
法
の
支
配
の
形
式
的
理
論
の
ほ
う
が
す
ぐ
れ
て
い
る
の
は
、

こ
れ
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
係
な
く
、
中
立
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
つ
、
法
の
支
配
の
形
式
的
理
論
の
要
請
は
制
度
に
関
係
し

て
お
り
、
理
解
し
や
す
い
。
そ
れ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度
・
実
践
な
ど
を
批
判
し
た
り
、
正
当
化
す
る
場
合
に
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
形
式

的
理
論
に
も
、
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
は
悪
法
な
い
し
邪
悪
な
法
と
両
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
ナ
チ
ス
は
悪
法
を
作
っ
た
だ
け
で
は
な

く
、
し
ば
し
ば
形
式
的
理
論
の
要
請
も
無
視
し
た
。
悪
法
と
、
法
の
支
配
の
無
視
は
、
し
ば
し
ば
手
を
携
え
て
一
緒
に
進
む
。
し
か
し
形
式

的
理
論
の
要
請
は
、
悪
法
に
対
す
る
一
つ
の
制
約
に
も
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
法
の
支
配
の
形
式
的
理
論
に
は
充
分
な
意
義
が
あ
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

サ
マ
ー
ズ
に
は
、
近
著
『
法
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
形
式
と
機
能（

16
）』（

二
〇
〇
六
年
）
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
法
の
支
配
と
し
て
、
二
二
の

原
理
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る（

17
）。

そ
の
な
か
に
は
、
先
の
論
文
で
示
さ
れ
て
い
た
一
八
の
原
理
に
加
え
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
関
連
し
て
、
制
定

法
解
釈
の
統
一
的
方
法
の
存
在
、
裁
判
所
に
お
け
る
法
の
継
続
的
形
成
の
必
要
、
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
審
査
、
法
曹
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
原
理
の
す
べ
て
は
「
制
度
、
規
則
、
方
法
、
制
裁
な
ど
」
を
規
制
す
る
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る（

18
）。

サ
マ
ー
ズ
に

よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
、
法
シ
ス
テ
ム
が
適
正
に
機
能
し
作
動
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
原
理
の
多
く
は
、
欧
米

諸
国
の
憲
法
・
法
律
な
ど
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
で
な
い
場
合
で
も
一
般
に
受
容
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
サ
マ
ー
ズ
に
お
い
て
は
、
法
の
支
配
の
原
理
は
、
法
シ
ス
テ
ム
の
適
正
な
機
能
と
作
動
と
い
う
目
的
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も

　
（
二
四
〇
八
）
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の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
た
ん
に
法
の
実
効
性
、
効
率
性
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
法
内
容
を
善
き
も
の
へ
と
導
い

て
い
く
も
の
、
善
き
内
容
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
と
Ｌ
・
Ｌ
・
フ
ラ
ー
の
論
争

に
お
い
て
、
フ
ラ
ー
が
主
張
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。（
続
）

（
1
）　

法
の
支
配
の
形
式
的
考
え
方
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
文
献
は
数
多
い
。
こ
こ
で
は
二
〇
世
紀
の
Ｆ
・
Ａ
・
ハ
イ
エ
ク
、
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
、
Ｊ
・
ロ

ー
ル
ズ
の
法
の
支
配
論
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
言
及
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
ハ
イ
エ
ク
の
『
隷
従
へ
の
道
』（
原
著
は
一
九
四
四
年
、訳
書
と
し
て
一
九
九
二
年
の
改
訂
版
、

東
京
創
元
社
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
用
い
る
）
で
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
や
旧
ソ
連
の
よ
う
な
集
産
主
義
国
家
の
特
徴
と
し
て
、
政
府
の
強
制
権
の
行
使
が
無

制
限
で
あ
り
、
事
前
に
規
定
さ
れ
た
規
則
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
法
律
お
よ
び
裁
判
の
確
実
性
と
非
恣
意
性
や
、
規
則

が
例
外
な
く
適
用
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
法
の
支
配
は
「
法
律
に
よ
っ
て
前
も
っ
て
定
め
ら
れ
た
場
合
に
の
み
、
国
家
の
強
制
権
が
行
使

さ
れ
う
る
こ
と
」（
一
〇
七―

八
頁
）
を
意
味
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

ハ
ー
ト
の
「
法
哲
学
の
諸
問
題
」（
一
九
六
七
年
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ー
ト
『
法
学
・
哲
学
論
集
』
一
九
八
三
年
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
矢
崎
光
圀

他
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
〇
年
を
用
い
て
い
る
）
で
は
、
法
の
諸
ル
ー
ル
の
一
般
性
、
明
晰
性
、
公
布
、
非
遡
及
性
な
ど
と
、
裁
判
所
は
公
平
で
あ
り
、
訴
訟

当
事
者
双
方
の
議
論
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
だ
と
い
う
自
然
的
正
義
の
ル
ー
ル
が
、
法
の
支
配
の
概
念
を
定
義
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
意
義
な
い
し
価
値
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
一
三
一―

二
頁
）。

　
　
　

ロ
ー
ル
ズ
の
『
正
義
論
』（
一
九
七
一
年
、
こ
こ
で
は
矢
島
鈞
次
監
訳
、
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
七
九
年
を
用
い
て
い
る
）
で
は
、
始
源
状
態
の
下
で
人
々
に
よ
っ

て
合
意
さ
れ
る
正
義
の
二
原
理
は
、
憲
法
制
定
会
議
の
段
階
で
、
立
憲
民
主
主
義
と
し
て
制
度
化
さ
れ
る
が
、
法
の
支
配
の
原
理
も
そ
の
会
議
で
全
員
一
致
で
採
択

さ
れ
る
だ
ろ
う
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
規
則
ど
お
り
（regularity

）
と
し
て
の
正
義
」
と
し
て
説
明
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
、
法
的
ル
ー
ル
の
公
布
、
一
般

性
、
明
晰
性
、（
刑
罰
法
規
の
）
非
遡
及
性
、
遵
守
可
能
性
、
司
法
部
の
独
立
・
不
偏
性
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
不
正
と
も
両
立
し
う
る
「
弱
い
制
約
」
で
は
あ
る
が
、

自
由
の
た
め
に
は
無
視
で
き
な
い
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
訳
書
、
四
六
頁
、
一
八
二
頁
以
下
参
照
。

　
　
　

こ
の
他
に
、
法
の
支
配
の
形
式
的
考
え
方
は
、J.F

innis, N
atural L

aw
 and N

atural R
ights, O

xford U
niversity P

ress, 1980, pp.270-276, N
.M

acC
orm

ick, 

N
atural L

aw
 and the Separation of L

aw
 and M

orals, in R
.P.G

eorge

（ed.

）, N
atural L

aw
 T

heory: C
ontem

porary E
ssays, O

xford U
niversity P

ress, 

1992, p.105  

な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。

　
（
二
四
〇
九
）
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（
2
）　

L
on L

.F
uller, T

he M
orality of L

aw
, Yale U

niversity P
ress, 1964.

フ
ラ
ー
、
稲
垣
良
典
訳
『
法
と
道
徳
』
有
斐
閣
、
一
九
六
八
年
。
な
おrevised edition

が

一
九
六
九
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
原
著
の
頁
数
と
訳
書
の
頁
数
を
記
し
て
い
る
。

（
3
）　

L
on L

.F
uller, ibid., pp.81-2, 

一
〇
〇―

一
頁
。

（
4
）　

L
on L

.F
uller, ibid., p.81, 

一
〇
一
頁

（
5
）　

司
法
的
立
法
は
、
議
会
な
ど
の
立
法
と
は
違
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
「
合
理
的
な
程
度
に
明
晰
な
一
般
的
準
則
を
明
確
に
し
な
い
こ
と
、
矛
盾
し
た
準
則
決
定

と
し
て
姿
を
現
わ
す
判
例
の
動
揺
、
方
針
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
変
更
、
お
よ
び
法
の
遡
及
的
な
変
更
」
は
避
け
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。L

on L
.F

uller, ibid., p.82 , 

一
〇
二
頁
。

（
6
）　

L
on L

.F
uller, ibid., p.249, 

二
〇
八
頁
。

（
7
）　

J.R
az, T

he R
ule of L

aw
 and Its V

irtue, in J.R
az, T

he A
uthority of L

aw
, C

larendon P
ress, 1979.

こ
の
論
文
を
わ
が
国
で
最
初
に
紹
介
し
た
の
は
、
田
中
成

明
「『
法
の
支
配
』
の
価
値
を
ど
う
み
る
べ
き
か
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
、
四
三
一
号
（
一
九
八
一
・
三
・
一
五
）
所
収
で
あ
る
。
な
お
ラ
ズ
は
、
こ
の
論
文
の
冒
頭
で
、
ハ

イ
エ
ク
の
法
の
支
配
論
を
評
価
し
な
が
ら
も
、
ハ
イ
エ
ク
が
法
の
支
配
の
形
式
的
考
え
方
か
ら
出
発
し
な
が
ら
、
実
質
的
考
え
方
へ
と
移
行
し
て
い
る
と
し
て
批
判

し
て
い
る
。
つ
ま
り
法
の
支
配
の
法
が
自
生
的
秩
序
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
か
、
人
々
の
合
意
を
得
た
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
に
移
行
し
て
い
る
と
い

う
の
で
あ
る
。

（
8
）　

J.R
az, ibid., pp.214-8. 

ラ
ズ
に
は
、
法
の
支
配
に
関
係
す
る
論
文
と
し
て
、E

.W
einrib 

の
法
の
支
配
論
を
批
判
的
に
考
察
し
た
論
文
も
あ
る
。J.R

az, 

F
orm

alism
 and the R

ule of L
aw

, in R
.P.G

eorge ed., N
atural L

aw
 T

heory: C
ontem

porary E
ssays, C

larendon P
ress, 1992.

（
9
）　

J.R
az, T

he P
olitics of the R

ule of L
aw

, in J.R
az, E

thics in the P
ublic D

om
ain, C

larendon P
ress, 1994.

（
10
）　

J.R
az, ibid., pp.357

以
下
参
照
。

（
11
）　

J.R
az, ibid., pp.357-358. 

な
おP.C

raig, F
orm

al and Substantive C
onceptions of the R

ule of L
aw

, op.cit. 

に
よ
れ
ば
、
ラ
ズ
の
一
九
七
九
年
論
文
で
は
、

法
の
支
配
の
形
式
的
考
え
方
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
九
四
年
論
文
で
は
、
形
式
的
考
え
方
と
実
質
的
考
え
方
の
中
間
の
も
の
が
主
張
さ
れ
い
て
い
る
と
い
う
。

そ
こ
で
は
、
原
理
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

（
12
）　

R
.S.Sum

m
ers, T

he P
rinciples of the R

ule of L
aw

, N
otre D

am
e L

aw
 R

eview
, vol.74, no.5

（1999

）.

（
13
）　

R
.S.Sum

m
ers, ibid., pp.1693-4.

（
14
）　

R
.S.Sum

m
ers, A

 F
orm

al T
heory of the R

ule of L
aw

, R
atio Juris, vol.6, no.2

（1993
）.

　
（
二
四
一
〇
）
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（
15
）　

R
.S.Sum

m
ers, ibid., p.131.

（
16
）　

R
.S.Sum

m
ers, F

orm
 and F

unction in a L
egal System

: A
 G

eneral Study, C
am

bridge U
niversity P

ress, 2006.
（
17
）　

法
の
支
配
の
二
二
の
原
理
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、R

.S.Sum
m

ers, ibid., pp.334-336

参
照
。

（
18 
）　

R
.S.Sum

m
ers, ibid., p.337. 

以
上
の
よ
う
に
、
形
式
的
法
律
性
は
、
公
的
機
関
が
法
を
尊
重
し
遵
守
し
て
い
る
こ
と
、
一
般
市
民
の
法
違
反
（
権
利
侵
害
な
ど
）

だ
け
で
な
く
行
政
機
関
な
ど
の
法
違
反
を
も
裁
判
所
が
審
査
し
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
こ
と
、
司
法
部
の
独
立
、
適
正
手
続
、
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
を
要
請
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
が
充
た
さ
れ
な
け
れ
ば
、
一
般
市
民
は
、
法
を
遵
守
す
る
よ
り
も
官
憲
な
ど
に
贈
賄
な
ど
を
し
た
ほ
う
が
よ
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
付
記　

本
稿
は
、
二
〇
〇
三
年
度　

同
志
社
大
学
学
術
奨
励
研
究
「
多
元
的
社
会
に
お
け
る
正
義
・
法
・
権
利
」（
研
究
代
表
者　

深
田

三
徳
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
（
二
四
一
一
）




